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䠍䠊事業活動日ㄅ 

 

月 日 内容 
2011年   

䠐 䠔 社会調査士 本申請提出 
 䠎䠍 䠪䠠䠧打合せ䠄図書館意識調査䠅 
  第䠍回 統計懇話会䠄名古屋市総務局統計課䠅 
 下旬 調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ 対応 
䠑 䠕 デ䞊タア䞊カイブ打合せ 
 䠍䠍 調査研究 コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
 䠍䠎 第䠍回 セ䞁タ䞊運営会議 
 䠍䠏 第䠍回 統計教育部会 定例会議 
 䠍䠒 調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ 対応 
 䠍䠓 第䠍回 政府統計部会 定例会議 
 䠍䠕 第䠍回 セ䞁タ䞊連絡会議 
  調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ 対応 
 䠎䠌 第䠎回 統計教育部会 定例会議 
 䠎䠏 䠪䠠䠧打合せ䠄図書館意識調査䠅 
 䠎䠑 䠟䠯䠥統計分析セ䝭ナ䞊 䠝コ䞊ス䠄䠯䠬䠯䠯初歩の初歩䠍䞉池袋䠅 
  調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ 対応 
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 䠎䠒 第䠎回 政府統計部会 定例会議 
  第䠍回 社会調査部会 定例会議 
  調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ 対応 
  調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ 対応 
 䠎䠓 第䠏回 統計教育部会 定例会議 
 䠏䠌 䠟䠯䠥統計分析セ䝭ナ䞊 䠞コ䞊ス䠄䠯䠬䠯䠯初歩の初歩䠍䞉新座䠅 
  調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ 対応 
䠒 䠍 社会調査士䠄見込み䠅資格申請の前期䞉科目証明書申請䠄䡚䠎䠍日䠅 
 䠎 統計活用セ䝭ナ䞊 䠝コ䞊ス䠄すたまる䞉すたなび䞉池袋䠅 
  公的統計の二次利用制度説明会 
  第䠏回 政府統計会議 定例会議 
  第䠎回 社会調査部会 定例会議 
 䠏 第䠐回 統計教育部会 定例会議 
  社会調査士䠄見込み䠅資格申請の前期申請受付䠄䡚䠎䠏日䠅 
 䠒 統計活用セ䝭ナ䞊 䠞コ䞊ス䠄すたまる䞉すたなび䞉新座䠅 
 䠔 䠟䠯䠥統計分析セ䝭ナ䞊 䠟コ䞊ス䠄䠯䠬䠯䠯初歩の初歩䠎䞉池袋䠅 
 䠕 第䠎回 セ䞁タ䞊運営会議 
  第䠐回 政府統計部会 定例会議 
  第䠏回 社会調査部会 定例会議 
 䠍䠌 第䠑回 統計教育部会 定例会議 
 䠍䠏 䠟䠯䠥統計分析セ䝭ナ䞊 䠠コ䞊ス䠄䠯䠬䠯䠯初歩の初歩䠎䞉新座䠅 
  䠟䠯䠥統計活用セ䝭ナ䞊 䠟コ䞊ス䠄䠣䠉Censusの利用䞉池袋䠅 
 䠍䠒 第䠎回 セ䞁タ䞊連絡会議 
  第䠐回 社会調査部会 定例会議 
  第䠍回 統計研究会䠄総務省統計局小売物価統計室䠅 
 䠍䠓 第䠒回 統計教育部会 定例会議 
 䠎䠌 CSI統計活用セ䝭ナ䞊 䠠コ䞊ス䠄䠬䠫䠟䠫の利用䞉新座䠅 
 䠎䠎 CSI統計分析セ䝭ナ䞊 䠡コ䞊ス䠄相関係数䞉池袋䠅 
 䠎䠏 第䠑回 政府統計部会 定例会議 
  第䠑回 社会調査部会 定例会議 
 䠎䠐 第䠓回 統計教育部会 定例会議 
 䠎䠒 調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ 対応 
 䠎䠓 CSI統計分析セ䝭ナ䞊 䠢コ䞊ス䠄相関係数䞉新座䠅 
 䠎䠕 第䠎回 統計懇話会䠄日本銀行調査調査統計局䞉埼玉大学経済学部䠅 
 䠏䠌 CSI統計活用セ䝭ナ䞊 䠡コ䞊ス䠄䠬䠫䠟䠫の利用䞉池袋䠅 
  第䠒回 政府統計部会 定例会議 
  第䠒回 社会調査部会 定例会議 
䠓 䠍 第䠔回 統計教育部会 定例会議 
  調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ 対応 
 䠐 調査研究 コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
 䠒 CSI統計分析セ䝭ナ䞊 䠣コ䞊ス䠄ク䝻ス集計表䞉池袋䠅 
 䠓 第䠏回 セ䞁タ䞊運営会議 
  第䠎回 セ䞁タ䞊委員会 
  第䠓回 政府統計部会 定例会議 
  第䠓回 社会調査部会 定例会議 
 䠔 CSI統計活用セ䝭ナ䞊 䠢コ䞊ス䠄䠮䠡䠟䠫の利用䞉新座䠅 
  第䠕回 統計教育部会 定例会議 
 䠍䠍 CSI統計分析セ䝭ナ䞊 䠤コ䞊ス䠄ク䝻ス集計表䞉新座䠅 
 䠍䠐 CSI統計活用セ䝭ナ䞊 䠢コ䞊ス䠄䠮䠡䠟䠫の利用䞉池袋䠅 
  第䠔回 政府統計部会 定例会議 
 䠍䠑 第䠍䠌回 統計教育部会 定例会議 
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 䠎䠌 調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ 対応 
 䠎䠍 第䠏回 セ䞁タ䞊連絡会議 
  第䠎回 統計研究会䠄総務省統計局経済基本構造統計課䠅 
  第䠔回 社会調査部会 定例会議 
 䠎䠎 調査研究 コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応  
  調査研究 コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
 䠎䠑 調査研究 コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
 䠎䠕 調査研究 コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
䠔 䠔 高校生向けセ䝭ナ䞊 
  政府統計部会 長野県栄村調査出張䠄䡚10日䠅 
 䠎䠐 CSI研究室 䠕号館䠏階へ移転 
䠕 䠐 統計教育部会 日本統計学会 2011年度連合大会にて発表䞉座長䠄䡚7日䠅 
 䠑 日本統計協会より統計関係書籍の寄贈 
  CSI Webサイト䝸ニ䝳䞊ア䝹打合せ䠄第 1回䠅 
 䠎䠎 政府統計部会 長野県栄村出張調査報告会 
 䠎䠒 社会調査士䠄見込み䠅資格申請の後期䞉科目証明書申請䠄䡚䠍䠌月䠍䠓日䠅 
 䠎䠔 社会調査士䠄見込み䠅資格申請の後期申請受付䠄䡚䠍䠌月䠍䠕日䠅 
  調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
 䠎䠕 第䠕回 政府統計部会 定例会議 
䠍䠌 䠍 第䠎回 S1科目講習会䠉専門社会調査士取得希望者のための講習会䠉䠄䡚䠎日䠅 
 䠑 第 11回 統計教育部会 定例会議 
  調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
  統計分析セ䝭ナ䞊 䠥䠝コ䞊ス䠄䠮 初歩の初歩䠄䠍䠅䞉池袋䠅 
 䠒 第䠐回 セ䞁タ䞊運営会議 
 䠔 第䠎回 S1科目講習会䠉専門社会調査士取得希望者のための講習会䠉䠄䡚䠕日䠅 
 䠍䠍 第 12回 統計教育部会 定例会議 
  調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
  第䠍回 統計検定対策セ䝭ナ䞊 
 䠍䠎 調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
 䠍䠏 第䠐回 セ䞁タ䞊連絡会議 
  調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応䠄䠎件䠅 
 䠍䠕 統計分析セ䝭ナ䞊 䠥䠞コ䞊ス䠄䠮 初歩の初歩䠄䠎䠅䞉池袋䠅 
 䠎䠌 統計活用セ䝭ナ䞊 䠞コ䞊ス䠄䠮䠡䠟䠫の利用䞉池袋䠅 
 䠎䠐 総務省䠮䠱䠠䠝ヒア䝸䞁グ打合せ 
 䠎䠑 第 13回 統計教育部会 定例会議 
  第䠎回 統計検定対策セ䝭ナ䞊 
  調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
  統計活用セ䝭ナ䞊 䠟コ䞊ス䠄䠬䠫䠟䠫の利用䞉池袋䠅 
 䠎䠒 調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
  統計分析セ䝭ナ䞊 䠥䠟コ䞊ス䠄䠯䠬䠯䠯の基礎䞉池袋䠅 
 䠎䠓 第 10回 政府統計部会 定例会議 
  第䠔回 社会調査部会 定例会議 
䠍䠍 䠔 第䠏回 統計検定対策セ䝭ナ䞊 
 䠕 統計分析セ䝭ナ䞊 䠥䠠コ䞊ス䠄回帰分析入門䠄䠍䠅䞉池袋䠅 
 䠍䠌 第䠑回 セ䞁タ䞊運営会議 
  調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
  統計教育部会 日本計算機統計学会 第 25回シ䞁䝫ジウ䝮大会にて研究報告䠄䡚

13日䞉韓国釜山䠅 
 䠍䠐 統計分析セ䝭ナ䞊䠪䠡コ䞊ス䠄主成分分析入門䞉新座䠅 
 䠍䠓 第䠑回 セ䞁タ䞊連絡会議 
 䠎䠌 第䠍回 統計検定䠄団体受験䠅 
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 䠎䠎 第 14回 統計教育部会 定例会議 
  統計活用セ䝭ナ䞊 E コ䞊ス䠄G-Censusの利用䞉池袋䠅 
 䠎䠏 統計分析セ䝭ナ䞊 IEコ䞊ス䠄回帰分析入門䠄䠎䠅䞉池袋䠅 
  調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応䠄䠎件䠅 
 䠎䠐 第 11回 政府統計部会 定例会議 
 䠎䠔 統計分析セ䝭ナ䞊 NFコ䞊ス䠄因子分析入門䞉新座䠅 
 䠏䠌 統計分析セ䝭ナ䞊 IFコ䞊ス䠄SPSSの基礎䞉池袋䠅 
䠍䠎 䠍 第䠏回 統計懇話会䠄デ䞁䝬䞊ク統計局経済䝰デ䝹課䞉日本䝸サ䞊チ総合研究所䠅 
 䠎 岡山大学情報統括セ䞁タ䞊 来訪 
 䠐 社会調査部会 札幌学院大学にてヒア䝸䞁グ調査䠄䡚䠑日䠅 
 䠒 第 15回 統計教育部会 定例会議 
 䠓 統計分析セ䝭ナ䞊 IGコ䞊ス䠄主成分分析入門䞉池袋䠅 
 䠔 第䠒回 セ䞁タ䞊運営会議 
  調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
 䠍䠎 統計活用セ䝭ナ䞊 NGコ䞊ス䠄R初歩の初歩䠄䠍䠅䞉新座䠅 
 䠍䠏 統計分析セ䝭ナ䞊 Gコ䞊ス䠄すたまる䞉すたなび講習会䞉池袋䠅 
  調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
 䠍䠐 調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
 䠍䠑 第䠒回 セ䞁タ䞊連絡会議 
  調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応䠄䠎件䠅 
 䠍䠕 統計分析セ䝭ナ䞊 NHコ䞊ス䠄R初歩の初歩䠄䠎䠅䞉テ䝺䝥䝺ゼ䞁スでのセ䝭ナ䞊新座䠅 
 䠎䠌 社会調査協会へ社会調査士科目䞉専門社会調査士科目の申請 
 䠎䠍 統計活用セ䝭ナ䞊 NHコ䞊ス䠄R初歩の初歩䠄䠎䠅䞉対面式新座䠅 
  統計活用セ䝭ナ䞊 IHコ䞊ス䠄因子分析入門䞉池袋䠅 
 䠎䠎 調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
2012年   

䠍 䠍䠌 第 16回 統計教育部会 定例会議 
 䠍䠍 統計分析セ䝭ナ䞊 IIコ䞊ス䠄分類のための多変量解析䞉池袋䠅 
 䠍䠒 調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
 䠍䠕 第䠓回 セ䞁タ䞊運営会議 
  第 12回 政府統計部会 定例会議 
 䠎䠒 第䠓回 セ䞁タ䞊連絡会議 
  第 13回 政府統計部会 定例会議 
 䠏䠌 調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
  第 14回 政府統計部会 定例会議 
 䠏䠍 第䠏回 統計研究会䠄日本銀行 調査統計局 物価統計課長䠅 
䠎 䠓 科目証明書システ䝮移行に関する打合せ 
 䠍䠏 科目証明書システ䝮移行に関する打合せ 
 䠍䠒 科目証明書システ䝮移行に関する打合せ 
 䠍䠓 第 17回 統計教育部会 定例会議 
  第 15回 政府統計部会 定例会議 
 䠎䠎 科目証明書システ䝮移行に関する打合せ 
 䠎䠕 公開講演会䠄統計教育フォ䞊䝷䝮䠅 
  社会調査士資格申請の科目証明書申請受付䠄䡚䠏月䠍䠐日䠅 
䠏 䠍 日本統計協会来訪 
  第 16回 政府統計部会 定例会議 
 䠏 第䠎回 S䠎科目講習会䠉専門社会調査士取得希望者のための講習会䠉䠄䡚䠐日䠅 
 䠒 調査研究コ䞁サ䝹ティ䞁グ対応 
 䠕 第䠔回 セ䞁タ䞊運営会議 
 䠍䠌 第䠎回 S䠎科目講習会䠉専門社会調査士取得希望者のための講習会䠉䠄䡚䠍䠍日䠅 
 䠎䠏 社会調査士資格申請受け付け䠄䡚䠏䠌日䠅 
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  第 17回 政府統計部会定例会議 
 䠎䠓 第 18回 統計教育部会 
 䠎䠔 第䠔回 セ䞁タ䞊連絡会議 

 

 

䠎䠊 公㛤ㅮ演会䚸䝉䝭䝘䞊等 

 

1䠅 公㛤ㅮ演会 

テーマ ⤫ィᩍ⫱とᩘ㔞リテラシー - そのᩍ⫱᪉ἲとホ価について- 

㛤催᪥ 2012年 2月 29日䠄水䠅 

場所  立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 䝬䜻䝮䝩䞊䝹 M201教室 

参加人数 10名 

ㅮ演者䞉䝍䜲䝖䝹 

Adult numeracy and statistical literacy : Conceptual , educational and assessment  

challenges 

Iddo Gal (䜲䝇䝷䜶䝹 䝝䜲䝣䜯大学上級ㅮ師) 

 

2䠅 䝉䝭䝘䞊 

2011年前期 CSI統ィ分析䝉䝭䝘䞊 

z 統ィ分析䝋䝣䝖 SPSS䛻䜘䜛統ィ分析䠄池⿄䞉新座䜻䝱䞁䝟䝇㛤催䠅 

       A 䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 統ィ分析䝋䝣䝖 SPSS初歩䛾初歩䠄䠍䠅 

          䡚SPSS䛷単純㞟ィ䜢⾜䛖方法䡚䠄度数分布⾲䞉代⾲値䛸散布度䛾指標䞉䜽䝻䝇㞟ィ⾲䠅 

        㛤催日 5月 25日䠄水䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8402教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        参加人数 6名 

 

       B 䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 統ィ分析䝋䝣䝖 SPSS初歩䛾初歩䠄䠍䠅 

          䡚SPSS䛷単純㞟ィ䜢⾜䛖方法䡚䠄度数分布⾲䞉代⾲値䛸散布度䛾指標䞉䜽䝻䝇㞟ィ⾲䠅 

        㛤催日 5月 30日䠄月䠅 

        場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 N823教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        参加人数 4名 

 

             C 䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 統ィ分析䝋䝣䝖 SPSS初歩䛾初歩䠄2䠅 

          䡚SPSS䛷䝕䞊䝍䜢扱䛖方法䜢学䜆䡚䠄䝕䞊䝍䛾入力䞉変数䛾加工䞉䝅䞁䝍䜽䝇䠅 

        㛤催日 6月 8日䠄水䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8402教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        参加人数 11名 
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       D 䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 統ィ分析䝋䝣䝖 SPSS初歩䛾初歩䠄2䠅 

          䡚SPSS䛷䝕䞊䝍䜢扱䛖方法䜢学䜆䡚䠄䝕䞊䝍䛾入力䞉変数䛾加工䞉䝅䞁䝍䜽䝇䠅 

        㛤催日 6月 13日䠄月䠅 

        場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 N823教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        参加人数 6名 

 

       E 䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 相㛵係数䜢䝬䝇䝍䞊䛩䜛 

          相㛵係数䛾使用方法䠄相㛵係数䞉偏相㛵係数䞉SPSS䛷䛾使用法䠅 

        㛤催日 6月 22日䠄水䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8402教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        参加人数 14名 

 

       F 䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 相㛵係数䜢䝬䝇䝍䞊䛩䜛 

          相㛵係数䛾使用方法䠄相㛵係数䞉偏相㛵係数䞉SPSS䛷䛾使用法䠅 

        㛤催日 6月 27日䠄月䠅 

        場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 N823教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        参加人数 4名 

 

       G 䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 䜽䝻䝇㞟ィ⾲䜢䝬䝇䝍䞊䛩䜛 

          䜽䝻䝇㞟ィ⾲䛾使用方法䠄二㔜䜽䝻䝇⾲䞉䜹䜲䠎乗検定䞉三㔜䜽䝻䝇⾲䞉SPSS䛷䛾使用法䠅 

        㛤催日 7月 6日䠄水䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8402教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        参加人数 7名 

 

       H 䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 䜽䝻䝇㞟ィ⾲䜢䝬䝇䝍䞊䛩䜛 

          䜽䝻䝇㞟ィ⾲䛾使用方法䠄二㔜䜽䝻䝇⾲䞉䜹䜲䠎乗検定䞉三㔜䜽䝻䝇⾲䞉SPSS䛷䛾使用法䠅 

        㛤催日 7月 1䠍日䠄月䠅 

        場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 N823教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        参加人数 3名 

 

䠎䠌䠍䠍年後期 CSI統ィ分析䝉䝭䝘䞊 

z統ィ分析䝋䝣䝖䛻䜘䜛統ィ分析䠄池⿄䜻䝱䞁䝟䝇㛤催䠅 

       I䠝䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 ⤫ィ分ᯒソフト 㹐 初Ṍの初Ṍ㸦㸯㸧 
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      㹐でデータをᢅう᪉ἲを学ぶ㸦インストール᪉ἲ・データの入力・ライブラリーのㄞみ㎸ 

      み・基ᮏᩥἲ㸧 

        㛤催日 10月 5日䠄水䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8501教室 

        ㅮ 師 田中 潮䠄CSI 学⾡ㄪ査員䠅 

        参加人数 5名 

 

       I䠞䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 ⤫ィ分ᯒソフト 㹐 初Ṍの初Ṍ㸦㸰㸧 

      㹐コマンダーを学ぶ㸦度ᩘ分布⾲・代⾲値とᩓ布度のᣦᶆ・クロス㞟ィ⾲・┦㛵係ᩘ・回 

      帰分ᯒ㸧 

        㛤催日 10月 19日䠄水䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8501教室 

        ㅮ 師 田中 潮䠄CSI 学⾡ㄪ査員䠅 

        参加人数 6名 

  

       I䠟䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 SPSSの基♏  

      SPSSの基ᮏⓗな᧯作を学ぶ㸦データの作ᡂ・単⣧㞟ィ・グラフの作ᡂ㸧 

        㛤催日 10月 26日䠄水䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8501教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        参加人数 11名 

  

       I䠠䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 回帰分ᯒ入㛛㸦㸯㸧 

      回帰分ᯒの基♏ⓗな⪃え᪉を学ぶ㸦単回帰分ᯒ・㔜回帰分ᯒ・SPSSでの使⏝ἲ㸧 

        㛤催日 11月 9日䠄水䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8501教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        参加人数 12名 

 

       I䠡䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 回帰分ᯒ入㛛㸦㸰㸧 

      回帰分ᯒのⓎ展ⓗな⪃え᪉を学ぶ㸦ダミー変ᩘ・回帰デ᩿・SPSSでの使⏝ἲ) 

        㛤催日 11月 23日䠄水䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8501教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        参加人数 8名 

        

       IF 䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 SPSSの基♏  

      SPSSの基ᮏⓗな᧯作を学ぶ㸦データの作ᡂ・単⣧㞟ィ・グラフの作ᡂ㸧 

        㛤催日 11月 30日䠄水䠅 
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        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8501教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        参加人数 6名 

  

       IG 䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 主成分分析入㛛 

      主ᡂ分分ᯒの基♏ⓗな⪃え᪉を学ぶ㸦主ᡂ分分ᯒのᴫせ・主ᡂ分ᩘのỴ定・SPSSでの使 

      ⏝᪉ἲ㸧 

        㛤催日 12月 7日䠄水䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8501教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        参加人数 8名 

  

       IH 䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 因子分ᯒ入㛛 

      因子分ᯒの基♏ⓗな⪃え᪉を学ぶ㸦因子分ᯒのᴫせ・᭱尤ἲによる因子分ᯒ・SPSSでの 

      使⏝᪉ἲ㸧  

        㛤催日 12月 21日䠄水䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8501教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        参加人数 10名 

 

       II 䝁䞊䝇 

        ㅮ⩏内容 分㢮のための多変㔞ゎᯒ㸦クラスター分ᯒと₯在クラス分ᯒ㸧 

      分㢮のための多変㔞ゎᯒἲを学ぶ㸦クラスター分ᯒ・₯在クラス分ᯒ・LEMの使い᪉㸧 

     㛤催᪥ 1᭶ 11 ᪥㸦Ỉ㸧 

     場 ᡤ ❧ᩍ大学ụ⿄キャンパス 8号㤋 8501 ᩍ室 

     ㅮ 師 山口 和⠊㸦⤒営学㒊 ᩍᤵ㸧 

     参加人ᩘ 6名 

       䠆IC 䝁䞊䝇䛸 IF 䝁䞊䝇䛿同一内容 

 

z 統ィ分析䝋䝣䝖䛻䜘䜛統ィ分析䠄新座䜻䝱䞁䝟䝇㛤催䠅 
       N䠝䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 SPSSの基♏  

      SPSSの基ᮏⓗな᧯作を学ぶ㸦データの作ᡂ・単⣧㞟ィ・グラフの作ᡂ㸧 

        㛤催日 10月 7日䠄㔠䠅 

        場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 N831教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        予約者不在䛾䛯䜑㛤ㅮ中止 

 

       N䠞䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 回帰分ᯒ入㛛㸦㸯㸧 

      回帰分ᯒの基♏ⓗな⪃え᪉を学ぶ㸦単回帰分ᯒ・㔜回帰分ᯒ・SPSSでの使⏝ἲ㸧 

        㛤催日 10月 10日䠄月䠅 
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        場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 N831教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        予約者不在䛾䛯䜑㛤ㅮ中止 

  

       N䠟䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 回帰分ᯒ入㛛㸦㸰㸧 

      回帰分ᯒのⓎ展ⓗな⪃え᪉を学ぶ㸦ダミー変ᩘ・回帰デ᩿・SPSSでの使⏝ἲ) 

        㛤催日 10月 24日䠄月䠅 

        場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 N831教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        予約者不在䛾䛯䜑㛤ㅮ中止 

  

       N䠠䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 SPSSの基♏  

      SPSSの基ᮏⓗな᧯作を学ぶ㸦データの作ᡂ・単⣧㞟ィ・グラフの作ᡂ㸧 

        㛤催日 11月䠍䠍日䠄㔠䠅 

        場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 N831教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        㒔合䛻䜘䜚㛤催中止 

 

       N䠡䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 主成分分析入㛛 

      主ᡂ分分ᯒの基♏ⓗな⪃え᪉を学ぶ㸦主ᡂ分分ᯒのᴫせ・主ᡂ分ᩘのỴ定・SPSSでの使 

      ⏝᪉ἲ㸧 

           㛤催日 11月䠍4日䠄月䠅 

        場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 N831教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        参加人数 1名 

 

       NF 䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 因子分ᯒ入㛛 

      因子分ᯒの基♏ⓗな⪃え᪉を学ぶ㸦因子分ᯒのᴫせ・᭱尤ἲによる因子分ᯒ・SPSSでの 

      使⏝᪉ἲ㸧  

        㛤催日 11月 28日䠄月䠅 

        場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 N831教室 

        ㅮ 師 㔠澤 悠介䠄CSI 助教䠅 

        参加人数 2名 

 

       NG 䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 ⤫ィ分ᯒソフト 㹐 初Ṍの初Ṍ㸦㸯㸧 

      㹐でデータをᢅう᪉ἲを学ぶ㸦インストール᪉ἲ・データの入力・ライブラリーのㄞみ㎸ 

      み・基ᮏᩥἲ㸧 

        㛤催日 12月 12日䠄月䠅 

        場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 N831教室 
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        ㅮ 師 田中 潮䠄CSI 学⾡ㄪ査員䠅 

        参加人数 4名 

 

       NH 䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 ⤫ィ分ᯒソフト 㹐 初Ṍの初Ṍ㸦㸰㸧 

      㹐コマンダーを学ぶ㸦度ᩘ分布⾲・代⾲値とᩓ布度のᣦᶆ・クロス㞟ィ⾲・┦㛵係ᩘ・回 

      帰分ᯒ㸧 

        㛤催日 1䠎月 19日䠄月䠅 

        場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 䝔䝺䝥䝺䝊䞁䝇室 

        ㅮ 師 田中 潮䠄CSI 学⾡ㄪ査員䠅 

        参加人数 3名 

        䠆池⿄䞉新座䜻䝱䞁䝟䝇㛫䜢䛴䛺䛠㐲㝸会㆟䝅䝇䝔䝮䜢利用䛧䛯ㅮ義形式䛾䝉䝭䝘䞊䜢⾜䛳䛯䚹 

 

䠎䠌䠍䠍年 CSI統ィ活用䝉䝭䝘䞊 

z2011年前期 CSI統ィ活用䝉䝭䝘䞊䠄池⿄䞉新座䜻䝱䞁䝟䝇㛤催䠅  

             䠝䝁䞊䝇 

              ㅮ義内容 䛩䛯䜎䜛䞉䛩䛯䛺䜃ㅮ習会 

         ⤫ィ学⩦を⥙⨶したコンテンツと公ⓗ⤫ィデータのᢅい᪉などの基ᮏを学⩦する。 

              㛤催日 6月 2日䠄木䠅 

              場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8302教室 

              ㅮ 師 櫻本 健䠄経済学㒊 助教䠅 

        参加人数 8名 

  

              䠞䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 䛩䛯䜎䜛䞉䛩䛯䛺䜃ㅮ習会 

         ⤫ィ学⩦を⥙⨶したコンテンツと公ⓗ⤫ィデータのᢅい᪉などの基ᮏを学⩦する。 

              㛤催日 6月 6日䠄月䠅 

              場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 N823教室 

              ㅮ 師 櫻本 健䠄経済学㒊 助教䠅 

        参加人数 2名 

 

       䠟䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 統ィ地図䜢作成䛩䜛䠄G-Census䛾利用䠅 

           国や地域の地図を作ᡂし、地図上にᚲせな⤫ィデータを⾲♧する⤫ィ GISについて学ぶ。 

        㛤催日 6月 13日䠄月䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 830䠎教室 

        ㅮ 師 小す 純䠄䠄㈈䠅統ィ情報研究㛤発䝉䞁䝍䞊研究員䠅 

        参加人数 25名 

 

       䠠䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 将来人口䜢推ィ䛩䜛䠄POCO䛾利用䠅 

         国や地域の将᮶人口᥎ィを⾜い、人口ピラミッドを作ᡂする。 

        㛤催日 6月 20日䠄月䠅 

        場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 N823教室 
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        ㅮ 師 ⸨㔝 ⿱䠄経済学㒊 助教䠅 

        予約者不在䛾䛯䜑㛤ㅮ中止 

  

       䠡䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 将来人口䜢推ィ䛩䜛䠄POCO䛾利用䠅 

         国や地域の将᮶人口᥎ィを⾜い、人口ピラミッドを作ᡂする。 

        㛤催日 6月 30日䠄木䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8302教室 

        ㅮ 師 ⸨㔝 ⿱䠄経済学㒊 助教䠅 

        参加人数 19名 

 

       䠢䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 経済波及効果䜢測定䛩䜛䠄RECO䛾利用䠅 

          ᮾ京スカイツリーの建タ効ᯝなど⤒῭Ἴ及効ᯝの分ᯒを⾜う。 

        㛤催日 7月 8日䠄㔠䠅 

        場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 N823教室 

        ㅮ 師 倉田知秋䠄CSI 学⾡ㄪ査員䠅 

        予約者不在䛾䛯䜑㛤ㅮ中止 

  

       䠣䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 経済波及効果䜢測定䛩䜛䠄RECO䛾利用䠅 

          ᮾ京スカイツリーの建タ効ᯝなど⤒῭Ἴ及効ᯝの分ᯒを⾜う。 

        㛤催日 7月 14日䠄木䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8302教室 

        ㅮ 師 倉田知秋䠄CSI 学⾡ㄪ査員䠅 

        参加人数 28名 

        䠆䠝䝁䞊䝇䛸䠞䝁䞊䝇䚸䠠䝁䞊䝇䛸䠡䝁䞊䝇䚸䠢䝁䞊䝇䛸䠣䝁䞊䝇䛿同一内容䚹 

 

z2011年後期 CSI統ィ活用䝉䝭䝘䞊䠄池⿄䞉新座䜻䝱䞁䝟䝇㛤催䠅  

             䠝䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 経済波及効果䜢測定䛩䜛䠄RECO䛾利用䠅 

          ᮾ京スカイツリーの建タ効ᯝなど⤒῭Ἴ及効ᯝの分ᯒを⾜う。 

        㛤催日 10月 13日䠄木䠅 

        場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 N831教室 

        ㅮ 師 倉田知秋䠄CSI 学⾡ㄪ査員䠅 

        予約者不在䛾䛯䜑㛤ㅮ中止 

  

       䠞䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 経済波及効果䜢測定䛩䜛䠄RECO䛾利用䠅 

          ᮾ京スカイツリーの建タ効ᯝなど⤒῭Ἴ及効ᯝの分ᯒを⾜う。 

        㛤催日 10月 20日䠄木䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8501教室 

        ㅮ 師 倉田知秋䠄CSI 学⾡ㄪ査員䠅 

        参加人数 䠎名 
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       䠟䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 将来人口䜢推ィ䛩䜛䠄POCO䛾利用䠅 

         国や地域の将᮶人口᥎ィを⾜い、人口ピラミッドを作ᡂする。 

        㛤催日 10月 25日䠄火䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8402教室 

        ㅮ 師 ⸨㔝 ⿱䠄経済学㒊 助教䠅 

        参加人数 1名 

  

       䠠䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 将来人口䜢推ィ䛩䜛䠄POCO䛾利用䠅 

         国や地域の将᮶人口᥎ィを⾜い、人口ピラミッドを作ᡂする。 

        㛤催日 11月 10日䠄木䠅 

        場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 N831教室 

        ㅮ 師 小㔝寺 剛䠄CSI助教䠅 

        予約者不在䛾䛯䜑㛤ㅮ中止 

 

       E 䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 統ィ地図䜢作成䛩䜛䠄G-Census䛾利用䠅 

           国や地域の地図を作ᡂし、地図上にᚲせな⤫ィデータを⾲♧する⤫ィ GISについて学ぶ。 

        㛤催日 11月 22日䠄火䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8402教室 

        ㅮ 師 小す 純䠄䠄㈈䠅統ィ情報研究㛤発䝉䞁䝍䞊研究員䠅 

        参加人数 33名 

 

       F 䝁䞊䝇 

              ㅮ義内容 䛩䛯䜎䜛䞉䛩䛯䛺䜃ㅮ習会䠄新座䠅 

         ⤫ィ学⩦を⥙⨶したコンテンツと公ⓗ⤫ィデータのᢅい᪉などの基ᮏを学⩦する。 

              㛤催日 12月 1日䠄木䠅 

              場 所 立教大学新座䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 N831教室 

              ㅮ 師 小㔝寺 剛䠄CSI助教䠅 

        予約者不在䛾䛯䜑㛤ㅮ中止 

  

              G 䝁䞊䝇 

        ㅮ義内容 䛩䛯䜎䜛䞉䛩䛯䛺䜃ㅮ習会䠄池⿄䠅 

         ⤫ィ学⩦を⥙⨶したコンテンツと公ⓗ⤫ィデータのᢅい᪉などの基ᮏを学⩦する。 

              㛤催日 12月 13日䠄火䠅 

              場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8402教室 

              ㅮ 師 櫻本 健䠄経済学㒊 助教䠅 

        参加人数 14名 

        䠆䠝䝁䞊䝇䛸䠞䝁䞊䝇䚸䠠䝁䞊䝇䛸䠡䝁䞊䝇䚸䠢䝁䞊䝇䛸䠣䝁䞊䝇䛿同一内容䚹 
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      統ィ検定対策䝉䝭䝘䞊 

        2011年 11月 20日䛻初䜑䛶㛤催䛥䜜䛯統ィ検定䛾䚸立教大学団体受㦂䛻䛶受㦂䛧䛯学生䜢対㇟

   䛸䛧䛶䚸受㦂対㇟䝺䝧䝹䛻合䜟䛫䛯ヨ㦂対策䛾䝉䝭䝘䞊䜢 3回㛤催䛧䛯䚹 

 

z ㅮ義内容 統ィ検定全体䛾ヨ㦂対策䚸2級䞉3級受㦂者䜢対㇟䛸䛧䛯䝉䝭䝘䞊 

㛤催日 10月 11日䠄火䠅 

場所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 10号㤋 X201 教室 

ㅮ師 山口 和範䠄経営学㒊 教授䠅 

参加人数 4名 

 

z ㅮ義内容 統ィ検定 3級䛾ヨ㦂対策䝉䝭䝘䞊 

㛤催日 10月 25日䠄火䠅 

場所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 10号㤋 X201 教室 

ㅮ師 田中 潮䠄CSI学⾡ㄪ査員䠅 

参加人数 8名 

 

z ㅮ義内容 統ィ検定 2級䛾ヨ㦂対策䝉䝭䝘䞊 

㛤催日 11月 8日䠄火䠅 

場所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 10号㤋 X201 教室 

ㅮ師 田中 潮䠄CSI学⾡ㄪ査員䠅 

参加人数 3名 

 

     䛭䛾他䝉䝭䝘䞊 

z 㧗校生向䛡統ィ教育䝉䝭䝘䞊 

   ㅮ義内容 䛂統ィ的思考力䠖仮ㄝ䛾検ド䠉䝕䞊䝍䜢活用䛧䚸判断䛩䜛䠉䛃 

   㛤催日 8月 8日䠄月䠅 

   場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 䠔号㤋 8402教室 

   ㅮ 師 山口 和範䠄経営学㒊教授䠅 

   参加者 千ⴥ市立千ⴥ㧗等学校 䛾生徒䞉引率教ㅍ ィ 16名 

  

3䠅 共催䝉䝭䝘䞊 

� 第䠎回 S1科目ㅮ習会䠉専㛛社会ㄪ査士取得希望者䛾䛯䜑䛾ㅮ習会䇷 

㛤催 2011年 10 ᭶ 1᪥(土)・2᪥(᪥)・8᪥(土)・9᪥(᪥) 

場ᡤ ❧ᩍ大学 ụ⿄キャンパス 11号㤋 A304ᩍ室・8号㤋 8402ᩍ室 

主催 㸦♫㸧♫会ㄪᰝ協会 ※当センターは㛤催協力 

ㅮ師 Ⳣ㔝 剛㸦᪥ᮏ大学㸧 

   㣤島 ㈼ᚿ㸦Ṋⶶ丘▷ᮇ大学㸧 

   ᮌᮧ 好⨾㸦᪩✄⏣大学㸧 

   三井 さよ㸦ἲᨻ大学㸧 

     タイトル 

  1.オリエンテーション㸸♫会ㄪᰝのព⩏と役割 

  2.♫会ㄪᰝのṔ史・倫⌮ 

   3.♫会ㄪᰝの✀㢮と実例㸸ᨻ府⤫ィとᵝ々な♫会ㄪᰝ 

  4.㉁ⓗㄪᰝのᴫせ㸸事例◊✲ἲ・フィールドワーク 
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  5.多ᵝな㉁ⓗㄪᰝの᪉ἲと実㝿 

  6.㔞ⓗㄪᰝの企⏬・タィ㸸ㄪᰝテーマ・仮ㄝᵓᡂについて 

    7.㉁問ᩥ・㑅ᢥ⫥の作り᪉とㄪᰝ⚊のᵓᡂ 

    8.ㄪᰝの実᪉ἲ㸸ㄪᰝモードと回収⋡ 

  9.サンプリングの⪃え᪉と⌮ㄽ 

  10.サンプリングの実㝿㸸✀㢮と᪉ἲ、サンプル・サイズのỴ定 

  11.ㄪᰝデータのᩚ⌮㸸エディティング・コーディング・データ入力 

  12.単⣧㞟ィ・度ᩘ分布とデータクリーニング  

  13.平均・分ᩓ・ᶆ‽偏差  

  14.分布のㄞみ᪉  

  15.クロス㞟ィのㄞみ᪉ 

  16.因ᯝ㛵係と┦㛵㛵係 

  17.ㄪᰝデータ・グラフをㄞみゎく⬟力 

  18.ㄪᰝ報告᭩のまとめかた  

  19.全体のまとめ 

  20.᭱⤊ヨ㦂 

 

� 第 2回 S䠎科目ㅮ習会䠉専㛛社会ㄪ査士取得希望者䛾䛯䜑䛾ㅮ習会䇷 

㛤 催 2012年 3月 3日䠄土䠅䞉4日䠄日䠅䞉10日䠄土䠅䞉11日䠄日䠅 

場 所 立教大学 池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8501教室 

主 催 䠄社䠅社会ㄪ査協会 䈜当䝉䞁䝍䞊䛿㛤催協力 

ㅮ 師 保田 時男䠄大㜰商業大学䠅  

村尾 祐美子䠄東洋大学䠅 

水落 正明䠄三㔜大学䠅 

三㍯ 哲䠄東北大学䠅 

䝍䜲䝖䝹 

 1.⤫ィデータと⤫ィ分ᯒソフト 

  2.代⾲値とばらつき 

  3.㛵㐃をᤊえる 

  4.☜⋡ㄽの基♏ 

  5.⤫ィⓗなプレゼンテーション 

  6.⤫ィⓗ᥎ の基♏ 

  7.⤫ィⓗ᥎定 

  8.⤫ィⓗ᳨定 

  9.クロス⾲の᳨定 

  10.┦㛵と回帰 

  11.中㛫ヨ㦂 

  12.多変㔞ゎᯒの┠ⓗとព⩏ 

  13.㔜回帰分ᯒの基♏ 

  14.㔜回帰分ᯒの実㝿 

  15.㔜回帰分ᯒの㝈⏺と他のモデルへのᣑ張 

  16.さまざまな多変㔞ゎᯒ 

  17.その他の多変㔞ゎᯒ 1(分ᩓ分ᯒ) 
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  18.その他の多変㔞ゎᯒ 2(主ᡂ分分ᯒ) 

  19.その他の多変㔞ゎᯒ 3(᥈⣴ⓗ因子分ᯒ) 

      20.レポート作ᡂ実⩦ 

 

� 䝇䝫䞊䝒䛸統ィ科学䛾⼥合䝅䞁䝫䝆䜴䝮䊡 第 1回䝇䝫䞊䝒䝕䞊䝍ゎ析䝁䞁䝨䝔䜱䝅䝵䞁優秀㈹報

告会 

 㛤 催 2012年 3月 29日䠄木䠅 

 場 所 政策研究大学㝔大学 会㆟室 䠍A䚸䠍B䚸䠍C 

 主 催 統ィ数理研究所 日本統ィ学会䝇䝫䞊䝒統ィ分科会 日本統ィ学会統ィ教育分科会 

  日本統ィ学会統ィ教育委員会 立教大学社会情報教育研究䝉䞁䝍䞊 

  統ィ数理研究所共同研究䛂䝇䝫䞊䝒䝕䞊䝍䛾統ィゎ析䛻㛵䛩䜛研究䛃䠄研究代⾲者䠖㓇折文武䠅 

  科学研究㈝䞉基盤研究䠄B䠅䛂予測䞉因果䞉不完全䝕䞊䝍ゎ析䛸䝃䜲䜶䞁䝇䛾基礎䛃䠄研究代⾲者䠖 

   狩㔝⿱䠅 

  科学研究㈝䞉基盤研究䠄B䠅䛂知㆑基盤社会䜢支䛘䜛統ィ教育䛾新展㛤䠉小中㧗䛸大学䞉社会䜢 

   繋䛠教育䝅䝇䝔䝮䛾研究䛃䠄研究代⾲者䠖渡㎶美智子䠅 

 協 ㈶ 䝕䞊䝍䝇䝍䝆䜰䝮䞞 

 䝥䝻䜾䝷䝮 

  㛤会挨拶 

  特別ㅮ演䠍䛂」㞧䛻ぢ䛘䜛䝇䝫䞊䝒䞉㌟体㐠動䛻潜䜐つ則性䜢探䜛䛃 山本 ⿱二䠄名古屋大学 

 総合保健体育科学䝉䞁䝍䞊䠅 

  第 1回䝇䝫䞊䝒䝕䞊䝍ゎ析䝁䞁䝨䝔䜱䝅䝵䞁受㈹者ㅮ演 

   優秀㈹䛂社会䝛䝑䝖䝽䞊䜽分析䜢用䛔䛯䝃䝑䜹䞊䝘䝅䝵䝘䝹䝏䞊䝮䛾攻撃䝟䝍䞊䞁䛾ホ価䛸比

㍑䛃 石井 涼䚸北㔝 㐨春䠄同志社大学大学㝔 文化情報学研究科䠅䚸宿 久洋䠄同志社大

学  文 化情報学㒊䠅 

  特別㈹䠄䝕䞊䝍䝇䝍䝆䜰䝮㈹䠅䛂䝬䝹䝁䝣㐃㙐䝰䝕䝹䜢用䛔䛯球種㑅択䛾考察䛃上原 早㟝䚸㉥坂  

    拓哉䚸小川 光紀䚸竹村 彰㏻䚸沼田 泰英䚸茂木 㞙䠄東京大学大学㝔 情報理工学系研究 

 科䠅 

        優秀㈹䛂䛂好不ㄪ䛾波䛃䛾䝟䝍䞊䞁䜢探䜛䠉状態空㛫䝰䝕䝹䜢利用䛧䛯㑅手䛾分㢮䠉䛃柳沢 圭

 介䠄中央大学大学㝔 理工学研究科䠅䚸㓇折 文武䠄中央大学 理工学㒊䠅 

   最優秀㈹䛂どぬ化法䜢用䛔䛯投手䛾特徴把握䛻䛴䛔䛶䛃㇂岡 健㈨䚸㧗木 育史䠄同志社大学

 大学㝔 文化情報学研究科䠅䚸宿 久洋䠄同志社大学 文化情報学㒊䠅 

  特別ㅮ演䠎䛂䝟䝈䝹䠖䝬䖪䝸䝑䜽䝇䛾空䖪䜢埋䜑䜛䛃廣瀬 英㞝䠄九州工業大学䠅 

  㛢会挨拶䛸第 2回䠄2012年度䠅䝇䝫䞊䝒䝕䞊䝍ゎ析䝁䞁䝨䝔䜱䝅䝵䞁䛾㛤始ㄝ明 

 

4䠅 CSI統ィ研究会䞉懇ヰ会 

 CSI統ィ研究会䛿䚸国家䝺䝧䝹䛾統ィ実務者䜢䝀䝇䝖䛻㏄䛘䚸統ィ䛾現場䛷㉳䛣䛳䛶䛔䜛事䜢䝔䞊

䝬䛻報告䜢䛧䛶䛔䛯䛰䛔䛯䚹統ィ懇ヰ会䛿地方⾜政担当者䛚䜘䜃公的統ィ䛾䝇䝨䝅䝱䝸䝇䝖䜢㏄䛘䚸

統ィ䛻㛵䛩䜛䝕䜱䝇䜹䝑䝅䝵䞁䜢⾜䛳䛯䚹 

 

z 第 1回 統ィ研究会 

㛤 催 6月 16日䠄木䠅 

場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 12号㤋地下 第 4会㆟室 

ㅮ 師 永島 勝利䠄総務省統ィ局 物価統ィ室㛗䠅 

䝍䜲䝖䝹 消㈝者物価指数䛾作成䛸基準改定 
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参加人数 15名 

 

z 第 2回 統ィ研究会 

㛤 催 7月 21日䠄木䠅 

場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 13号㤋䠍㝵会㆟室 

     ㅮ 師 岩佐 哲也㸦⥲務┬ ⤫ィ局 ⤒῭基ᮏᵓ㐀⤫ィ ㄢ㛗㸧 

    保㧗 博之㸦⥲務┬ ⤫ィ局 ⤒῭基ᮏᵓ㐀⤫ィ ㄢ㛗⿵佐㸧 

䝍䜲䝖䝹 ⤒῭センサスの創タと基♏ㄪᰝ⤖ᯝのᴫせ 

参加者 18名 

 

z 第 3回 統ィ研究会 

㛤 催 2012年 1月 31日䠄火䠅 

場 所 ❧ᩍ大学 ụ⿄キャンパス 12号㤋 2㝵会㆟室 

   ㅮ 師 亀⏣ 制作㸦᪥ᮏ㖟⾜ ㄪᰝ⤫ィ局 ≀価⤫ィㄢ㛗㸧 

 タイトル サービス⏘ᴗの㔜せᛶとその⤫ィᩚ備を巡るㄢ㢟㹼企ᴗ向けサービス価᱁ᣦᩘ 

 のどⅬから㹼 

参加者 7名 

 

z ➨ 1回 ⤫ィ᠓ヰ会 

㛤 催 4月 21日䠄木䠅 

場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 4㝵 社会情報教育研究䝉䞁䝍䞊 

ㅮ 師 安⏣ ⿱ᶞ㸦名古屋市⥲務局⤫ィㄢ㸧 

     ᯘ 㑥ᾈ㸦名古屋市⥲務局⤫ィㄢ㸧 

タイトル 地᪉⾜ᨻにおける⤫ィ利ά⏝ἲ 

     参加⪅ 5名 

 

z ➨ 2回 ⤫ィ᠓ヰ会 

㛤 催 6᭶ 29 ᪥㸦Ỉ㸧 

場 ᡤ 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 4㝵 社会情報教育研究䝉䞁䝍䞊 

ㅮ  師   荻㔝 ぬ䠄日本㖟⾜ ㄪ査統ィ局 統ィ整備担当企画役䠅 

 ᮤ ₩㸦埼⋢大学 ⤒῭学㒊 ᩍᤵ㸧 

タイトル ᪥ᮏ㖟⾜㸸ᮾ᪥ᮏ大㟈⅏後の対ᛂ、▷ほのオーダーメイド㞟ィ 

参加⪅ 7名 

 

z ➨ 3回 ⤫ィ᠓ヰ会 

㛤 催 12月 1日䠄木䠅 

場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 4㝵 社会情報教育研究䝉䞁䝍䞊 

ㅮ 師 Michael Osterwald-Lenum㸦デンマーク⤫ィ局 ⤒῭モデルㄢ㸧 

   二上 唯夫㸦᪥ᮏリサーチ⥲合◊✲ᡤ㸧 

䝍䜲䝖䝹 The annual Danish macro-econometric model ADAM㸦Michael Osterwald-Lenum㸧 

 Database for Estimation of JSNA㸦二上㸧 

 Economic Earthquakes – The case of Japan㸦Michael Osterwald-Lenum㸧 

参加者 7名 
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3. 学会報告䞉研究報告 等 

 

z 2011年度 ⤫ィ㛵㐃学会㐃合大会 

   㛤 催 2011年 9᭶ 6᪥(4㹼7᪥) 

 㛤催地 九州大学 伊㒔キャンパス 

 報告⪅ ⏣中 ₻㸦CSI学⾡ㄪᰝ員㸧 

 タイトル ❧ᩍ大学における⤫ィ㛵㐃⛉┠の e-learning 展㛤とそのᩍ⫱ᡂᯝについて 

  報告内容 2010 年 3 ᭶にタ❧された❧ᩍ大学♫会報ᩍ⫱◊✲センター(CSI)の⤂介。CSI がᥦ

  供しており、2010 年度から㛤ㅮされている e-learning ⛉┠の内容とそのᩍ⫱ᡂᯝにつ

  いて、 e-learning と対㠃ᤵᴗとの⤖ᯝをẚ㍑・᳨ウし報告した。 

 

z ᪥ᮏィ⟬ᶵ⤫ィ学会 ➨ 25 回シンポジウム 

(Joint Meeting of the Korea-Japan Conference of Computational Statistics and the 

25th Symposium of Japanese Society of Computational Statistics) 

  㛤 催 2011年 11᭶ 11᪥(11㹼12᪥) 

  㛤催地 ᾏ㞼台グランドホテル HAEUNDAE GRAND HOTEL(㡑国・㔩山) 

  報告⪅ 㔠⃝ᝆ介㸦CSI助ᩍ㸧 

 タイトル An e-learning Course for Multivariate Analysis: The case of Rikkyo  

  University 

  報告内容 e-Learning として多変㔞ゎᯒに≉化した、♫会ㄪᰝ士㈨᱁ㄆ定⛉┠のうちの E ⛉┠ 

  において展㛤されているコース内容の⤂介と、それによるᩍ⫱ᡂᯝ向上についてウㄽし

  た。 

 

z ㄪᰝ報告᭩「3.12 㟈⅏を乗り㉺え、⤖いのᚰで⨾しい⮬↛を守る 

 㸫㞷の地㸸㛗㔝┴ᰤᮧを⤫ィでᤊえる㸫」 

 Ⓨ ⾜ 2012年 3᭶ 26᪥ 200㒊 

 ⦅ ⴭ ⳥地 㐍(⤒῭学㒊ᩍᤵ) 

  タイトル はじめに 

    ➨ 1㒊 3.12 㟈⅏の⿕害≧ἣ 

      1 ❶ ᰤᮧの基ᮏ報 

       2 ❶ 㟈⅏Ⓨ⏕後のᮧ役場および㛵係ᶵ㛵の動向 

        3 ❶ データと写┿で伝えるᰤᮧの⿕害≧ἣ 

      4 ❶ 㛗㔝┴ᰤᮧにおけるᩥ化㈈保全ά動とそのព⩏を⪃える 

   ―ᩥ化㈈保全ά動参加レポート 2011年 8᭶ 7᪥㹼8᪥― 

    ➨ 2㒊 CSI ⤫ィᩍ⫱コンテンツでᢕᥱするᰤᮧ 

       1 ❶ ♫会人口⤫ィ体⣔が伝えるᰤᮧの位⨨ 

       2 ❶ G-Censusでみるᰤᮧの位⨨ 

       3 ❶ ᰤᮧの将᮶人口᥎ィ 

    ➨ 3㒊 ⤫ィの⫼後にある事実―ᰤᮧの⌧≧を伝える― 

       1 ❶ ⮬↛を⫱むᰤᮧ―小さくとも㍤くព味― 

       2 ❶ ᰤᮧの就ᴗᵓ㐀―ᰤᮧと周㎶地域の主せ⏘ᴗのẚ㍑― 

         3 ❶ ᰤᮧの㎰ᴗ―㧗㱋化と㟈⅏の中で― 

       4 ❶ ᰤᮧの㞟ⴠ―㐣と少子㧗㱋化の㞟ⴠ㛫᱁差― 

       5 ❶ ᰤᮧの㈈ᨻ―㟈⅏の影㡪を㋃まえて― 

      6 ❶ ᰤᮧの⊂⮬事ᴗ―地域の⎔境にあわせた展㛤― 

      7 ❶ ᰤᮧのほ光事ᴗ―ᰤᮧにおける取⤌みと㟈⅏の影㡪― 
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       ➨ 4㒊 ᮧ㛗インタビュー ⤖いのこころでᮧẸᮏពのᮧづくり―3.12㟈⅏からの

    復⯆を┠ᣦす㛗㔝┴ᰤᮧ― 

     付㘓 1 ⤫ィにみるᰤᮧのランキング 

          2 㛗㔝┴ᰤᮧㄪᰝ出張᪥ 

 

  執➹⪅一ぴ ⳥地 㐍㸦⤒῭学㒊ᩍᤵ㸧 ➨ 3㒊 1❶ 

       ⸨㔝 ⿱(⤒῭学㒊助ᩍ)  ➨ 2㒊 2❶、➨ 3㒊 2❶ 

       㛵᰿ 佳ᜨ㸦⤒῭学㒊助ᩍ㸧 ➨ 3㒊 3❶ 

       三⏣ Ὀ㞞㸦CSI学⾡ㄪᰝ員㸧 ➨ 2㒊 3❶、➨ 3㒊 4❶ 

       倉⏣ ▱⛅㸦CSI学⾡ㄪᰝ員㸧 ➨ 2㒊 1❶・3❶、➨ 3㒊 5❶㹼7❶、付㘓 1 

       Ⲩ井 ⨾ᬛỤ(CSI 助ᡭ)  ➨ 1㒊 1❶㹼4❶、➨ 4㒊(ᵓᡂ)、付㘓 2 

 

4. ㈨格支援事業 

 

1䠅 社会ㄪ査士㈨格 

䛂社会ㄪ査士䛃䛸䛂専㛛社会ㄪ査士䛃䛾䠎䛴䛾㈨格䛿䚸䛔䛪䜜䜒一般社団法人 社会ㄪ査協会䛜ㄆ定䛩䜛䜒

䛾䛷䛒䜛䚹社会ㄪ査䛾知㆑䛸技能䜢有䛩䜛専㛛的䛺人材䛾育成䜢目的䛸䛧䛶䛔䜛䚹 

䛔䛪䜜䛾㈨格䜒䚸専㛛知㆑䜔技法䜢用䛔䛶䚸世ㄽ䜔市場動向䚸社会事㇟等䜢䛸䜙䛘䜛䛣䛸䛾䛷䛝䜛能力

䜢有䛩䜛䛂ㄪ査䛾専㛛家䛃䛷䛒䜛䛣䛸䜢想定䛧䛶䛚䜚䚸䛂社会ㄪ査士䛃䛿社会ㄪ査䛾基礎能力䜢有䛩䜛専㛛

家䛸䛧䛶䚸䛂専㛛社会ㄪ査士䛃䛿䛥䜙䛻㧗度䛺ㄪ査能力䜢㌟䛻䛴䛡䛯䝥䝻䛾社会ㄪ査士䛸位置䛵䛡䜙䜜䛶

䛔䜛䚹当䝉䞁䝍䞊䛷䛿䚸立教大学䜢社会ㄪ査協会䛻䚸教育組織会員䛸䛧䛶登㘓䜢⾜䛳䛯䚹䜎䛯当䝉䞁䝍䞊

䛾助教䛜㐃絡㈐任者䛸䛺䜚䚸学内䛾指定科目申ㄳ登㘓䛾䝃䝫䞊䝖䜔学生䛾㈨格取得支援䜢⾜䛳䛶䛔䜛䚹 

 

䜎䛯 2012年度䜘䜚䚸社会ㄪ査士ㄆ定科目ド明書䜢発⾜䛩䜛䝅䝇䝔䝮䜢当䝉䞁䝍䞊䛻全㠃的䛻移⾜䛩

䜛䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜢 2011年䛻⾜䛳䛯䚹2012年 6月䜘䜚䛾実施䛻䜐䛡䚸㐠用䝅䝇䝔䝮䛾構築䛸移⾜䜢⾜䛳䛯䚹

䛣䜜䛻䜘䜚立教大学事務㒊教務ㄢ䛾業務㈇担䛾㍍減䜢目指䛩䛸䛸䜒䛻䚸ヱ当学生䛻䛚䛔䛶䛿ド明書発⾜

料㔠䛾㍍減䛸䛔䛖利益䛜䛿䛛䜙䜜䜛予定䛷䛒䜛䚹 

2012年度䛻社会学㒊䛻䛚䛔䛶䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛜大幅䛻改ゞ䛥䜜䛯䚹䛭䛾改ゞ䛥䜜䜛䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛻対応䛩

䜛䜉䛟指定科目䛾ㄆ定手続䛝䜢㑇漏䛺䛟⾜䛖䛯䜑䚸当䝉䞁䝍䞊䛸学㒊㛫䛷数回䛾打䛱合䜟䛫䜢⾜䛔䚸指定

科目ㄆ定申ㄳ作業䜢⾜䛳䛯䚹 

 

社会ㄪ査士䠄ぢ㎸䜏䠅㈨格取得申ㄳ  前期申ㄳ者 44名䞉後期申ㄳ者 100名 合ィ 144名 

社会ㄪ査士 ㈨格取得申ㄳ   134名   

専㛛社会ㄪ査士 ㈨格取得申ㄳ  1名   

   

社会ㄪ査士䠄ぢ㎸䜏䠅 申ㄳ業務 

    前期 申ㄳ期㛫 2011年 6月 1日䠄水䠅䡚6月 21日䠄火䠅 

提出期㛫 201䠍年 6月 3日䠄㔠䠅䡚6月 23日䠄木䠅 

    後期 申ㄳ期㛫 201䠍年 9月 2䠒日䠄月䠅䡚10月 1䠓日䠄月䠅 

提出期㛫 2011年 9月 2䠔日䠄水䠅䡚10月 1䠕日䠄水䠅 

 

社会ㄪ査士䞉専㛛社会ㄪ査士 申ㄳ 

    申ㄳ期㛫 2012年 2月 2䠕日䠄水䠅䡚3月 14日䠄水䠅 

  提出期㛫 2011年 3月 23日䠄㔠䠅䡚3月 31日䠄㔠䠅 
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¾ 立教大学䛻䛚䛡䜛社会ㄪ査士㈨格䛺䜙䜃䛻ぢ㎸䜏㈨格申ㄳ䛾推移䛻䛴䛔䛶 

 
  

 立教大学䛻䛚䛡䜛社会ㄪ査士㈨格䛾ぢ㎸䜏申ㄳ者数䛿䚸上グ䛾⾲䛾㏻䜚䚸段㝵的䛷䛿䛒䜛䛜増加

 傾向䛻䛒䜛䚹䜎䛯 2010年度䜘䜚当䝉䞁䝍䞊䛻䛶申ㄳ䜢受䛡付䛡䛶䛔䜛䛜䚸学生㛫䛻䛚䛔䛶䜒当䝉䞁䝍䞊

 䛾ㄆ知度䛿深䜎䛳䛶䛔䜛䚹当䝉䞁䝍䞊䜈䛾申ㄳ䛻㛵䛩䜛問䛔合䜟䛫䞉相ㄯ件数䛿 2011年度䛿 30件䛻

 及䜣䛰䛜䚸前年度䛾 15件䛾 2倍䛾件数䛸䛺䛳䛶䛚䜚䚸ㄆ知度䛾深䜎䜚䜢実ド䛧䛶䛔䜛䛸䛔䛘䜘䛖䚹 

  䜎䛯下グ䛾⾲䛿䚸2004年度䛛䜙 2011年度末䜎䛷䛾䚸社会ㄪ査士䛺䜙䜃䛻専㛛社会ㄪ査士䛾申ㄳ者

 数䛾推移䛷䛒䜛䚹䛣䛾⾲䜢䜏䛶䜒䚸年䚻申ㄳ者数䛿増加傾向䛻䛒䜛䛸䛸䜒䛻䚸池⿄䞉新座両䜻䝱䞁䝟䝇䛻

 䛚䛔䛶䜒䚸社会ㄪ査士㈨格䜢取得可能䛸䛩䜛学㒊䛿増䛘䛶䛚䜚䚸全学㒊的䛻支援䜢䛚䛣䛺䛖機㛵䛾必せ

 性䛿増䛧䛶䛔䜛䛸考䛘䜙䜜䜛䚹当䝉䞁䝍䞊䛻䛚䛔䛶各学㒊䛸䛾㐃絡䜢密䛻䛸䜚䛴䛴䚸支援体制䜢䛔䛳䛭䛖

 整䛘䛶䛔䛟㔜せ性䜢感䛨䛶䛔䜛䚹 

 

 
 

2䠅 第 1回 統ィ検定支援 

2011年 11月 20日䠄日䠅䛻䚸統ィ㉁保ド推㐍協会䛺䜙䜃䛻統ィ検定䝉䞁䝍䞊主催䛻䜘䜛䚸第 1回統ィ

検定䛜実施䛥䜜䛯䚹本学䛿団体受㦂䜢申䛧㎸䜏䚸協会䜘䜚䛭䛾実施䜢ㄆ䜑䜙䜜䛯䚹 

 今回䛿初回䛷䛒䜛䛸䛔䛖䛣䛸䛸䚸団体受㦂ㄆ定䜘䜚申䛧㎸䜏䚼切日䜎䛷䛾期㛫䛜短䛛䛳䛯䛯䜑䚸準備体

制䜒十分䛸䛿ゝ䛘䛺䛔状況䛷䛒䛳䛯䚹 

 䛣䛾検定䛿䚸文科省䛚䜘䜃日本学⾡会㆟䛻䜘䜛䡞大学教育䛾分㔝別㉁保ド䡟䛾一環䛸䛧䛶実施䛥䜜䛯ヨ

㦂䛷䛒䜚䚸統ィ教育䛾㉁䛾保ド䛸䛾㛵㐃䛷位置䛵䛡䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 

今後䜒当䝉䞁䝍䞊䛜各学㒊䛻活用䜢呼䜃掛䛡䚸学生䛻受㦂䜢促䛧䛶䛔䛝䛯䛔䚹䜎䛯受㦂生䛻䛿䛭䜜䛮䜜

䛾䝺䝧䝹䛻合䜟䛫䛯対策䝉䝭䝘䞊䜢㛤催䛧䚸受㦂䜢全㠃的䛻支援䛧䛶䛔䛟䚹䛯䛰䛧䚸䛣䛾ヨ㦂䜢䜽䝸䜰䛩䜛

年度 見込申請者数 前年累計

2004年 17

2005年 104 121

2006年 79 183

2007年 42 121

2008年 130 172

2009年 57 187

2010年 165 222

2011年 144 309

2010年度よりCSI社会調査士資格支援開始

コ䝭䝳ニティ福祉学部

コ䝭䝳ニティ政策学科

観光学部

交流文化学科

社会学部

社会学科

社会学部

䝯ディア社会学科

社会学部

現代文化学科

社会学部

産業関係学科

経営学部

経営学科

経営学部

国際経営学科
社会学研究科 総計

第1回䠄2004年䠅 3 3
第2回䠄2005年䠅 1 6 7
第3回䠄2006年䠅 13 12 17 42
第4回䠄2007年䠅 33 11 33 77
第5回䠄2008年䠅 12 16 28 1 57
第6回䠄2009年䠅 13 11 10 34
第7回䠄2010年䠅 36 19 11 18 2 1 87
第8回䠄2011年䠅 21 26 4 31 5 3 1 91
第9回䠄2012年䠅 32 10 32 20 32 6 1 1 134

学科合計 89 10 149 35 131 99 12 4 3 532

社会調査士䞉専門社会調査士申請数
䠄2004年3月䡚2012年3月䠅

注䠍䠅社会学研究科は社会調査士䞉専門社会調査士同時取得者
注䠎䠅産業関係学科は2007年度より募集停止



- 20 - 
 

䛣䛸自体䛜大学䛻䛚䛡䜛統ィ教育䛾目的䛷䛿䛺䛟䚸䛭䛾基礎䛾上䛻各学㒊䛾専㛛分㔝䛾知㆑䜢結䜃䛴

䛡䚸活用䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛩䜛䛣䛸䛜肝せ䛷䛒䜛䚹 

 

 実施日 2011年 11月 20日䠄日䠅 

 会 場 立教大学 池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8304教室 

 受㦂者内ヂ 3級䠄䝕䞊䝍䛾分析䠅   31名 

       2級(統ィ学基礎䠄大学基礎科目䠅)  5名 

    

5䠊教育支援事業 

 

1䠅 正ㄢ科目䛾㛤発䞉提供 

 

201䠍年度䛿䚸全学共㏻䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛾䜸䞁䝕䝬䞁䝗授業 䛂社会ㄪ査入㛛䛃䞉䛂䝕䞊䝍分析入㛛䛃䞉䛂社会ㄪ

査䛾技法䛃䞉䛂䝕䞊䝍䛾科学䛃䞉䛂多変㔞ゎ析䛃䛾㐠営䜢⾜䛳䛯䚹䛺䛚䚸䛣䜜䜙 5科目䛿䚸社会ㄪ査士㈨格

ㄆ定科目䛸䛺䛳䛶䛔䜛䚹䜎䛯䚸2013年度㛤ㅮ䜢目指䛧䚸䛂社会䛸統ィ䠄仮㢟䠅䛃䛾授業用䝁䞁䝔䞁䝒䛾新つ

㛤発䜢⾜䛳䛯䚹加䛘䛶䚸201䠍年度㛤ㅮ科目䛻㛵䛧䛶䚸2011年 12月䡚2月䛻䛛䛡䛶䚸学生䜰䝹䝞䜲䝖䜢

16名㞠用䛧䚸授業教材䛾䝰䝙䝍䞊作業䜢⾜䛳䛯䚹䛣䛾作業䜢䜒䛸䛻䚸授業教材䛾改善点䛾䝸䝇䝖䜰䝑䝥作

業䜢⾜䛳䛯䚹 

  

   䛄社会ㄪ査入㛛䛅 

     担当者䠖廣瀬 毅士䠄CSI助教䠅 

     教育䝁䞊䝏䠖三田 泰㞞䠄CSI学⾡ㄪ査員䠅 

      本柳 亨 

     授業䛾目標䠖社会ㄪ査䛾意義䛸ㅖ㢮型䛻㛵䛩䜛基本的事㡯䜢理ゎ䛧䚸㈨料䜔䝕䞊䝍䛾 

収㞟䛛䜙分析䜎䛷䛾ㅖ㐣程䛻㛵䛩䜛基礎的䛺事㡯䛻䛴䛔䛶概ㄝ䛩䜛䚹 

社会ㄪ査士㈨格ㄆ定科目䛂A䛃䛻対応䚹 

 受ㅮ者数䠖142名 

     授業内容䠖 

        第 1ㅮ 社会ㄪ査䛾目的  

        第 2ㅮ 社会ㄪ査䛾ㅖ方法 

        第 3ㅮ 社会ㄪ査䛾歴史䠖欧米  

        第 4ㅮ 社会ㄪ査䛾歴史䠖日本  

        第 5ㅮ ㄪ査対㇟䛾㑅出方法  

        第 6ㅮ 㔞的ㄪ査法䛾種㢮䛸特徴 

        第 7ㅮ ㉁問紙ㄪ査䛾ㄪ査䝥䝻䝉䝇䠄1䠅  

        第 8ㅮ ㉁問紙ㄪ査䛾ㄪ査䝥䝻䝉䝇䠄2䠅  

        第 9ㅮ ㉁問紙ㄪ査䛾ㄪ査䝥䝻䝉䝇䠄2䠅  

        第 10ㅮ ㉁的ㄪ査法䛾概せ䛸種㢮  

        第 11ㅮ 自由㠃接法䛾種㢮䛸方法  

        第 12ㅮ 自由㠃接法䛾ㄪ査䝥䝻䝉䝇䠄1䠅  

        第 13ㅮ 自由㠃接法䛾ㄪ査䝥䝻䝉䝇䠄2䠅  

        第 14ㅮ ほ察法䞉䝗䜻䝳䝯䞁䝖分析䛾ㄪ査䝥䝻䝉䝇  

        第 15ㅮ ㄪ査倫理䛸社会ㄪ査䛾ㅖ問㢟   
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    䛄社会ㄪ査䛾技法䛅 

      担当者䠖廣瀬 毅士䠄CSI助教䠅 

      教育䝁䞊䝏 䠖三田 泰㞞䠄CSI学⾡ㄪ査員䠅 

      授業䛾目標 

        社会ㄪ査䛾技法的䛺側㠃䛻注目䛧䚸ㄪ査䛾企画䞉タィ䛛䜙䝕䞊䝍䛾収㞟䛸 

        整理䛻㛵䛩䜛具体的䛺方法䛻䛴䛔䛶ゎㄝ䛩䜛䚹 

    社会ㄪ査士㈨格ㄆ定科目䛂B䛃䛻対応䚹 

  受ㅮ者数䠖107名 

      授業内容 

        第 1ㅮ 社会ㄪ査䛸䛿何䛛  

        第 2ㅮ 社会ㄪ査䛾企画  

        第 3ㅮ ㄪ査方法䜢㑅䜆  

        第 4ㅮ 標本タィ䛾方法  

        第 5ㅮ 標本ㄪ査䛾実㝿  

        第 6ㅮ ㄪ査票䜢作䜛  

        第 7ㅮ ㉁問文䛾作䜚方  

        第 8ㅮ 㑅択肢䛾作䜚方  

        第 9ㅮ ㄪ査䛾実施  

        第 10ㅮ 䝕䞊䝍䛾作成䛸㞟ィ䞉分析  

        第 11ㅮ ㉁的ㄪ査䛾概ㄝ  

        第 12ㅮ 䝣䜱䞊䝹䝗䝽䞊䜽  

        第 13ㅮ 䜲䞁䝍䝡䝳䞊  

        第 14ㅮ 参与ほ察  

        第 15ㅮ ㄽ文䞉報告書䛾作成 

 

     䛄䝕䞊䝍分析入㛛䛅 

       担当者䠖㔠澤 悠介䠄CSI助教䠅 

   教育䝁䞊䝏 䠖田中潮䠄CSI 学⾡ㄪ査員䠅 

         㔝尻洋平䠄立教大学大学㝔 社会学研究科博士後期ㄢ程䠅 

       授業䛾目標 

        社会ㄪ査䝕䞊䝍䛾分析䛾基本的䛺知㆑䜢修得䛧䚸䝕䞊䝍䛾グ㏙䜔簡単䛺二変数 

        䛾㛵㐃䜢分析䛧䚸結果䜢㐺切䛻整理䛷䛝䜛䜘䛖䛻䛺䜛䚹 

    社会ㄪ査士㈨格ㄆ定科目䛂C䛃䛻対応䚹 

   受ㅮ者数䠖91名 

       授業内容 

        第 1ㅮ 統ィ䜢学䜆  

        第 2ㅮ 変数䛾性㉁䛸䝕䞊䝍分析䛾方法 

        第 3ㅮ 䝕䞊䝍䜢グ㏙䛩䜛䠄1䠅 

        第 4ㅮ 䝕䞊䝍䜢グ㏙䛩䜛䠄2䠅 

        第 5ㅮ 䝕䞊䝍䜢グ㏙䛩䜛䠄3䠅  

        第 6ㅮ 䝕䞊䝍䜢グ㏙䛩䜛䠄4䠅 

        第 7ㅮ 䝕䞊䝍䜢グ㏙䛩䜛䠄5䠅 

        第 8ㅮ 䝕䞊䝍䜢グ㏙䛩䜛䠄6䠅  

        第 9ㅮ 2䛴䛾変数䛾㛵㐃䜢探䜛 (1) 
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        第 10ㅮ 2䛴䛾変数䛾㛵㐃䜢探䜛 (2) 

        第 11ㅮ 2䛴䛾変数䛾㛵㐃䜢探䜛 (3) 

        第 12ㅮ 2䛴䛾変数䛾㛵㐃䜢探䜛 (4)  

        第 13ㅮ 回帰分析䛾基礎  

        第 14ㅮ 擬似相㛵䛸変数䛾統制  

        第 15ㅮ 時系列䝕䞊䝍䛾分析 

 

     䛄䝕䞊䝍䛾科学䛅 

       担当者䠖小㔝寺 剛䠄CSI助教䠅 

       教育䝁䞊䝏 䠖倉田 知秋䠄CSI学⾡ㄪ査員䠅 

       授業䛾目標 

        社会䛻䛴䛔䛶考䛘䚸ㄢ㢟䜢ゎ決䛩䜛㐨具䛸䛧䛶社会ㄪ査䝕䞊䝍分析䜢位置䛵䛡䚸 

        䝕䞊䝍䜢用䛔䛶推ㄽ䜔仮ㄝ䜢検ド䛩䜛䛯䜑䛾手法䜢体得䛩䜛䚹 

    社会ㄪ査士㈨格ㄆ定科目䛂D䛃䛻対応䚹 

   受ㅮ者数䠖71名 

       授業内容 

        第 1ㅮ グ㏙統ィ学䛸推測統ィ学 

        第 2ㅮ 標本抽出 (1) 

        第 3ㅮ 確率䛸確率分布   

        第 4ㅮ 標本抽出 (2) 

        第 5ㅮ 統ィ的推定 (1)  

        第 6ㅮ 統ィ的推定 (2)  

        第 7ㅮ 統ィ的推定 (3)  

        第 8ㅮ 統ィ的検定䠄1䠅 

        第 9ㅮ 統ィ的検定䠄2䠅 

        第 10ㅮ 2䛴䛾平均値䛾差䛾検定   

        第 11ㅮ 分散分析  

        第 12ㅮ 䜹䜲 2乗検定  

        第 13ㅮ 3㔜䜽䝻䝇⾲䛾分析  

        第 14ㅮ 相㛵䛸回帰  

        第 15ㅮ 因果䜈䛾挑戦   

 

 䛄多変㔞ゎ析入㛛䛅 

       担当者䠖㔠澤 悠介䠄CSI助教䠅 

   教育䝁䞊䝏 䠖田中潮䠄CSI 学⾡ㄪ査員䠅 

   授業䛾目標 

        䝕䞊䝍䛻潜䜐㔜せ䛺情報䜢明䜙䛛䛻䛩䜛方法䛸䛧䛶多変㔞ゎ析䜢位置䛵䛡䚸基本的䛺考䛘方䚸代

    ⾲的䛺手法䚸䛚䜘䜃社会䛻䛚䛡䜛活用法䜢理ゎ䛩䜛䚹 

    社会ㄪ査士㈨格ㄆ定科目䛂E䛃䛻対応䚹 

   受ㅮ者数䠖27名 

       授業内容 

    第 1ㅮ 多変㔞ゎ析䛸䛿何䛛?  

    第 2ㅮ グ㏙統ィ学䛸推測統ィ学䛾復習  

    第 3ㅮ 相㛵係数䛸偏相㛵係数 
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    第 4ㅮ 㔜回帰分析 (1) 

    第 5ㅮ 㔜回帰分析 (2)  

    第 6ㅮ 㔜回帰分析 (3)  

    第 7ㅮ 二㡯䝻䝆䝇䝔䜱䝑䜽回帰分析  

    第 8ㅮ 二元㓄置分散分析   

    第 9ㅮ 三㔜䜽䝻䝇㞟ィ⾲䛾分析 

    第 10ㅮ 因子分析 (1) 

    第 11ㅮ 因子分析 (2) 

    第 12ㅮ 主成分分析   

    第 13ㅮ 䜽䝷䝇䝍䞊分析   

    第 14ㅮ 構㐀方程式䝰䝕䝸䞁䜾  

    第 15ㅮ 多変㔞ゎ析䛾䜎䛸䜑 

 

2䠅 統ィ学習䝁䞁䝔䞁䝒 

大学教育䛻䛚䛡䜛統ィ学習䛾普及䞉促㐍䜢目的䛸䛧䛶当䝉䞁䝍䞊䛷䛿以下䛾䝁䞁䝔䞁䝒䜢作成䛧䛯䚹 

各䝁䞁䝔䞁䝒䛾ヲ細䛻䛴䛔䛶䛿䚸以下䛾 URL䜢参照䚹2011年度䛿䛣䜜䜙䛾䝁䞁䝔䞁䝒䜢授業䛻積極的

䛻活用䛧䚸䜎䛯修正䞉改良䜢加䛘䛯䚹 

 

http://csi-stat.rikkyo.ac.jp 䠄各䝁䞁䝔䞁䝒䛻䛿 ID 䛸䝟䝇䝽䞊䝗入力䛜必せ䠅 

 

䛩䛯䜎䜛䠄公的統ィ総合学習䝁䞁䝔䞁䝒䠅 

Official Statistics Contents for Multi-user 䛜䚸䛣䛾統ィ䝁䞁䝔䞁䝒䛾名称䛷䛒䜛䚹愛称 䛿䛂䛩䛯䜎䜛䛃䚹 

政府統ィ䛾利用䛻主眼䛜䛒䜛䚹18ㅮ䛾構成䛷網羅的䛻政府統ィ䛜学習可能䛷䛒䜛䚹 

 

䛩䛯䜎䜛䛾構成 

䕺統ィ一般基礎䕺 

第䠍ㅮ 統ィ䛾基礎 

第䠎ㅮ 国内機㛵䛜提供䛩䜛統ィ 

第䠏ㅮ 国㝿機㛵䛜提供䛩䜛統ィ 

䕺分㔝別統ィ䕺 

第䠐ㅮ 国土䞉交㏻䜢捉䛘䜛統ィ 

第䠑ㅮ 環境䜢捉䛘䜛統ィ 

第䠒ㅮ 人口䞉厚生䜢捉䛘䜛統ィ 

第䠓ㅮ 国民生活䜢捉䛘䜛統ィ 

第䠔ㅮ 経済䞉産業䜢捉䛘䜛統ィ 

第䠕ㅮ 教育䞉文化䜢捉䛘䜛統ィ 

第 10ㅮ ㈈政䜢捉䛘䜛統ィ 

第 11ㅮ ㈈務䜢捉䛘䜛統ィ 

第 12ㅮ 㔠⼥取引䜢捉䛘䜛統ィ 

第 13ㅮ 㞠用䞉労働䜢捉䛘䜛統ィ 

䕺加工統ィ䕺 

第 14ㅮ 国㝿的䛺取引䜢捉䛘䜛統ィ 

第 15ㅮ 社会経済人口指標体系 

第 16ㅮ 価格䛾変動䜢捉䛘䜛統ィ 
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第 17ㅮ 国民経済䜢体系的䛻捉䛘䜛 

第 18ㅮ 㛤発経済䜢捉䛘䜛統ィ 

 

䛩䛯䛺䜃䠄総務省統ィ局統ィ学習䝁䞁䝔䞁䝒䠅 

Official Statistics Navigator 䛜䚸䛣䛾統ィ䝁䞁䝔䞁䝒䛾名称䛷䛒䜛䚹愛称 䛿䛂䛩䛯䛺䜃䛃䚹 

総務省統ィ局䛜実施䛩䜛統ィ䛻䛴䛔䛶䛾自習用 e-䝷䞊䝙䞁䜾䝁䞁䝔䞁䝒䛷䛒䜛䚹 

䛩䛯䛺䜃䛾構成 

㡯目名 䝁䞁䝔䞁䝒内容 

使䛔方 䛩䛯䛺䜃䛾使䛔方䛾ゎㄝ 

統ィ 総務省統ィ局䛜公⾲䛩䜛ㄪ査統ィ䜔加工統ィ䚸業務統ィ䛾䛖䛱䚸主せ䛺 20䛾統ィ䛻

䛴䛔䛶䚸概せ䜢紹介䛧䛯䜒䛾䠄統ィ䜹䞊䝗)䚹䜎䛯䚸12䛾統ィ䛻䛴䛔䛶䛿䚸結果䛾㞟ィ事

㡯䛻䛴䛔䛶䜒䜎䛸䜑䜙䜜䛶䛔䜛䠄統ィ㞟ィ䜹䞊䝗)䚹 

基礎知㆑ 各統ィ䜢利用䛩䜛上䛷知䛳䛶䛚䛝䛯䛔基礎知㆑䛻䛴䛔䛶䚹 

基本問㢟 12ㄪ査䛻䛴䛔䛶䚸㑅択肢䛻䜘䜛基本問㢟䛜掲㍕䛥䜜䛶䛔䜛䚹䛣䛾問㢟䜢ゎ䛟䛣䛸䛻䜘

䜚䚸各統ィ䛷把握䛷䛝䜛䛣䛸䛻䛴䛔䛶学䜆䚹 

分析事例 国勢ㄪ査䚸住宅䞉土地統ィㄪ査䚸全国消㈝実態ㄪ査䚸就業構㐀基本ㄪ査䚸社会生活

基本ㄪ査䛾 5ㄪ査䛻䛴䛔䛶䚸分析事例䛜紹介䛥䜜䛶䛔䜛䚹 

匿名 

䝕䞊䝍 

新䛯䛻㛤始䛥䜜䛯䝃䞊䝡䝇䛸䛧䛶䚸䜸䞊䝎䞊䝯䜲䝗㞟ィ䛸匿名䝕䞊䝍䛾提供䛾䝃䞊䝡䝇

䛻䛴䛔䛶紹介䛧䚸匿名䝕䞊䝍利用䛻㛵䛩䜛実習䛻䛴䛔䛶学䜆䚹 

Data 

Storage 

Site 

分析事例䛜用意䛥䜜䛶䛔䜛 5統ィㄪ査䛻䛴䛔䛶䚸ヲ細䛺地域䜔䠄国勢ㄪ査)㐣去䛾統

ィㄪ査結果䛻䛴䛔䛶収㘓䛧䛯䜒䛾䚹 

 

立教版 G-Census 

䛂使䛳䛶䜏䜘䛖統ィ䝕䞊䝍䠄G-Census䠅䛃䛿䚸国勢ㄪ査䛺䛹䛾統ィ䝕䞊䝍䜢地図䛾上䛷⾲現䛷䛝䜛統ィ

GIS 䝋䝣䝖䛷䛒䜛䚹䛣䛾䝋䝣䝖䜢利用䛩䜛䛣䛸䛷䚸統ィ䝕䞊䝍䛜日本全国䛛䜙市町村䝺䝧䝹䚸自分䛾㌟㏆䛺

地域䜢知䜛上䛷㔜せ䛷䛒䜛䚹 

 

䝫䝁䠄将来人口推ィ䝁䞁䝔䞁䝒䠅 

Future Population Projection Contents䛜䚸䛣䛾䝁䞁䝔䞁䝒䛾名称䛷䛒䜛䚹愛称䛿䛂䝫䝁䛃䚹 

付属䛾䝽䞊䜽䛸䝒䞊䝹䜢活用䛧䛶将来人口推ィ䜢⾜䛔䚸市町村䛻䛚䛡䜛年㱋別人口推移䛾予測䜢⾜䛖䚹 

 

䝸䝁䠄経済波及効果分析䝁䞁䝔䞁䝒䠅 

Repercussion Effect Analysis Contents䛜䚸䛣䛾䝁䞁䝔䞁䝒䛾名称䛷䛒䜛䚹愛称䛿䛂䝸䝁䛃䚹 

付属䛾䝽䞊䜽䛸䝒䞊䝹䜢活用䛧䛶経済活動䛻䛚䛡䜛波及効果䜢分析䛩䜛䚹 

 

6䠊研究支援 

 

1䠅 ㄪ査研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾 

  

立教大学䛾大学㝔生䜔教職員䜢対㇟䛻䚸ㄪ査研究䛻㛵䛩䜛䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾䜢提供䛧䛶䛔䜛䚹対応可能

䛺内容䛿䚸統ィ的䛺社会ㄪ査䛾立案䜔実施䚸公的統ィ䝕䞊䝍䛾利活用䚸統ィ的分析䛻㛵䛩䜛相ㄯ䛷䛒

䜛䚹2011年度䛿䚸䛾䜉合ィ 3䠍件䛾䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾䜢受付䛡䚸昨年比 2.8倍䛾相ㄯ件数䛾増加䛜ぢ䜙

䜜䛯(昨年度䛿 11件)䚹 
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 䛣䜜䛿学内䛷䛾当䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾業務䜈䛾ㄆ知度䛾浸㏱䛸䛸䜒䛻䚸大学㝔生䛛䜙䛾相ㄯ䛜増䛘䛶䛔䜛

䛛䜙䛷䛒䜛䚹大学㝔生䛾相ㄯ件数䛺䜙䜃䛻学内䛷䛾相ㄯ件数䛾内ヂ䛿以下䛾㏻䜚䛷䛒䜛䚹 

 

� 大学㝔䛾䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾依㢗䛾学㒊別内ヂ 

 21世紀䝕䝄䜲䞁研究科     1件 

社会学㒊研究科         1件 

     文学研究科    1件 

     ほ光学研究科    䠎件 

     䝡䝆䝛䝇䝕䝄䜲䞁研究科      21件      ィ 䠎䠒件 

 

� 学内機㛵䜘䜚䛾問䛔合䜟䛫内ヂ 

z 人権䝝䝷䝇䝯䞁䝖対策䝉䞁䝍䞊    1件 

z 総㛗室     1件 

z 日本ㄒ教育䝉䞁䝍䞊   1件 

z 䝸䝃䞊䝏䜲䝙䝅䜰䝔䜱䝤䝉䞁䝍䞊  1件 

z 総㛗室 教学改㠉ㄢ   1件     ィ 5件 

   

  䛣䜜䜙䛾䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾䛾多䛟䛿一回䛻䛸䛹䜎䜙䛪䚸䛭䛾後䛾ㄪ査経緯䜒含䜑䛶」数回䛾䝁䞁䝃䝹䝔

 䜱䞁䜾対応䜢取䜚⾜䛳䛶䛔䜛䚹 

  䜎䛯学内機㛵䜘䜚䚸以下䛾ホ価䝁䝯䞁䝖䜢䛔䛯䛰䛔䛯䚹䛂ㄪ査䛾せ所せ所䛷専㛛知㆑䛾䛒䜛方䛛䜙䝁䝯䞁

 䝖䜢䛔䛯䛰䛡䛯䛣䛸䛿ㄪ査全体䛾㉁䛾向上䛻大䛔䛻役立䛳䛯䛸感䛨䛶䛔䜛䚹䛣䛾䜘䛖䛺ㄪ査䛻㛵䜟䜛䝞䝑

 䜽䜰䝑䝥䛜䛷䛝䜛人的体制䜢 CSI䛜作䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸学内䛷実施䛩䜛ㄪ査䛾㉁䛜䛒䛜䜚䚸教育環境䜔研究

 環境䛾改善䛻㈨䛩䜛㒊分䛿大䛝䛔䛸思䛖䚹今後䛿 CSI䛾内㒊䛾人䛜䝁䞁䝃䝹䝍䞁䝖䜢䛷䛝䜛䜘䛖䛻体制䜢

 強化䛧䛶䛔䛳䛶䛔䛯䛰䛝䛯䛔䛃䚹 

 

2䠅 立教大学社会ㄪ査䝕䞊䝍䜰䞊䜹䜲䝤䠄RUDA䠅 

 

    名称  立教大学社会ㄪ査䝕䞊䝍䜰䞊䜹䜲䝤  

    Rikkyo University Data Archive䠄RUDA䠅 

    URL   https://ruda.rikkyo.ac.jp/ 

    一般公㛤日   201䠍年 4月 1日 

     利用条件  利用条件 大学䞉研究機㛵䛻所属䛩䜛研究者䚸䛚䜘䜃本務先䜢持䛯䛺䛔研究者䞉大学㝔

  学生䞉学㒊学生䛜䝴䞊䝄䞊登㘓䛾䛖䛘各䝕䞊䝍䝉䝑䝖䛾利用申ㄳ䜢⾜䛖䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹䛯䛰䛧䚸

  本務先䜢持䛯䛺䛔研究者䞉大学㝔学生䞉学㒊学生䛾利用申ㄳ䛻䛴䛔䛶䛿䚸大学䞉研究機㛵䛻

  所属䛩䜛研究者 1名䛾承ㄆ䜢必せ䛸䛩䜛䚹利用目的䛿䚸社会ㄪ査䝕䞊䝍䜢利用䛧䛯二次的

  分析䛸䛔䛳䛯研究目的䚸䛚䜘䜃授業䛷䛾教育利用䜢前提䛸䛩䜛䚹   

  

立教大学社会ㄪ査䝕䞊䝍䜰䞊䜹䜲䝤䛿䚸社会ㄪ査䠄統ィ的ㄪ査䠅䝕䞊䝍䜢収㞟䞉整備䛧䚸研究䞉教育

目的䛾二次分析䛾䛯䜑䛻提供䜢⾜䛖䚹社会ㄪ査䠄統ィ的ㄪ査䠅䝕䞊䝍䜢䚸䜂䜝䛟収㞟䞉整理䛧䚸㛗期䛻䜟

䛯䜚保管䛧䚸社会ㄪ査䝕䞊䝍䜢䚸䜂䜝䛟研究目的䜔教育目的䛾二次分析䛾䛯䜑䛻提供䛩䜛䚹特徴䛸䛧䛶

䛿䚸学⾡研究䛾ㄪ査䝕䞊䝍䜢㔜点的䛻収㞟䛧䚸地域ㄪ査䛾䝕䞊䝍䜢充実䛥䛫䛶䛔䛟䚹䜎䛯䚸䛒䜙䜖䜛社会

科学的䛺ㄪ査䝕䞊䝍䜢幅広䛟扱䛖䚹䛭䛧䛶社会科学䛾個人研究者䜔研究者䜾䝹䞊䝥䛻䜘䜛学⾡研究ㄪ

査䝕䞊䝍䛾積䛻䛸䛟䛻力䜢入䜜䛶䛔䛟䚹全国ㄪ査䛰䛡䛷䛿䛺䛟地域ㄪ査䝕䞊䝍䛾積䛾充実䜢ィ䜛䚹 

2012年 3月 26日䛻広報活動促㐍䛾䛯䜑䛻䝸䞊䝣䝺䝑䝖䜢作成䛧䛯䚹 



- 26 - 
 

 

  公㛤䝕䞊䝍䝉䝑䝖一ぴ 

  1.ㄪ査名 東京版総合社会ㄪ査 䛂㧗㱋䞉少子社会䛻䛚䛡䜛㒔市居住䛸家族䞉ぶ族㛵係䛻㛵䛩䜛ㄪ査䛃 

    ㄪ査主体 東京㒔立大学㒔市研究所䞉松本康 

   公㛤日 2010年 10月 1日 

 

  2.ㄪ査名 名古屋㒔市圏ㄪ査 

    ㄪ査主体 名古屋大学文学㒊社会学研究室䞉東京㒔立大学大学㝔㒔市科学研究科䞉松本康  

    公㛤日 2010年 10月 1日 

 

  3.ㄪ査名 㒔市生活䛸家族䛻㛵䛩䜛意㆑ㄪ査 

    ㄪ査主体 䝙䝑䝉䜲基礎研究所䞉松本康 

    公㛤日 2010年 10月 1日 

 

  4.ㄪ査名 㒔市居住䛸ぶ族䞉友人㛵係䛻㛵䛩䜛ㄪ査 䠄名古屋 4地点ㄪ査䠅 

    ㄪ査主体 名古屋大学文学㒊社会学研究室䞉松本康  

    公㛤日 2010年 10月 1日 

 

  5.ㄪ査名 㒔市生活䛸生活意㆑䛻㛵䛩䜛䜰䞁䜿䞊䝖ㄪ査 䠄名古屋 2地点ㄪ査䠅 

    ㄪ査主体 名古屋大学文学㒊社会学研究室䞉松本康 

    公㛤日 2010年 10月 1日 

 

  6.ㄪ査名 2007 GMFS - 10 City Survey "Quality of Life Survey" 

    ㄪ査主体 The Global Metropolitan Forum of Seoul 

    公㛤日 2010年 10月 1日 

 

  7.ㄪ査名 少子化䛸就業女性䛾支援䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛻㛵䛩䜛ㄪ査 

    ㄪ査主体 世田㇂区䞉九州工業大学 / 安河内恵子 

    公㛤日 2010年 10月 1日 

 

  8.ㄪ査名 㒔市特性䛸子育䛶支援䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛻㛵䛩䜛ㄪ査 

    ㄪ査主体 森岡清志 

    公㛤日 2010年 10月 1日 

 

  9.ㄪ査名 䝟䞊䝋䝘䝹䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛻㛵䛩䜛地域㛫䞉㒔市㛫比㍑ㄪ査 

    ㄪ査主体 森岡清志 

    公㛤日 2010年 10月 1日 

 

 10.ㄪ査名 岩手県 暮䜙䛧䛸人㛫㛵係䛻㛵䛩䜛䜰䞁䜿䞊䝖 

    ㄪ査主体 東北大学大学㝔文学研究科⾜動科学研究室 / 籠㇂和弘 

    公㛤日 2010年 10月 1日 

 

 11.ㄪ査名 教育䛸友人㛵係䛻㛵䛩䜛ㄪ査 

    ㄪ査主体 東京㒔立大学㒔市研究䝉䞁䝍䞊 / 森岡清志 
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    公㛤日 2010年 10月 1日 

 

 12.ㄪ査名 社会意㆑䛻㛵䛩䜛宮城県民ㄪ査 

    ㄪ査主体 立教大学社会学㒊 / 村瀬洋一 

    公㛤日 2010年 10月 1日 

 

 13.ㄪ査名 䛟䜙䛧䛸教育䛻䛴䛔䛶䛾仙台市民意㆑ㄪ査 

    ㄪ査主体 立教大学社会学㒊 / 村瀬洋一 

    公㛤日 2010年 10月 1日 

 

 14.ㄪ査名 暮䜙䛧䛸仕事䛻㛵䛩䜛仙台市民ㄪ査 

    ㄪ査主体 立教大学社会学㒊 / 村瀬洋一 

    公㛤日 2010年 10月 1日 

 

 15.ㄪ査名 社会意㆑䛻㛵䛩䜛東京住民ㄪ査 

    ㄪ査主体 立教大学産業㛵係研究所䞉村瀬洋一 

    公㛤日 2010年 10月 1日 

 

 16.ㄪ査名 生活䛸環境䛻㛵䛩䜛仙台市民意㆑ㄪ査 

   ㄪ査主体 生活環境研究会 / 海㔝㐨㑻 

   公㛤日 2011年 4月 1日 

 

 17.ㄪ査名 生活環境䛻䛴䛔䛶䛾新座市民ㄪ査 

   ㄪ査主体 立教大学社会学㒊 / 村瀬洋一 

   公㛤日 2011年 4月 1日 

 

 18.ㄪ査名 社会意㆑䛻㛵䛩䜛仙台市民ㄪ査 

   ㄪ査主体 東北大学文学㒊⾜動科学研究室 / 村瀬洋一 

   公㛤日 2011年 4月 1日 

 

 19.ㄪ査名 教師䛾社会意㆑䛸教育意㆑䛻㛵䛩䜛全国ㄪ査 

   ㄪ査主体 小島秀夫  

   公㛤日 2011年 6月 23日 

 

 20.ㄪ査名 㣴ㆤ教ㅍ䛾社会意㆑䛸教育意㆑䛻㛵䛩䜛全国ㄪ査 

    ㄪ査主体 小島秀夫 

    公㛤日 2011年 6月 24日  

 

 21.ㄪ査名 㧗校管理職者䛾教育䛸職業意㆑䛻㛵䛩䜛全国ㄪ査 

    ㄪ査主体 小島秀夫  

    公㛤日 2011年 6月 28日 

 

 22.ㄪ査名 住䜏䜘䛔䜎䛱䛵䛟䜚䛸地域䛾国㝿化䛻䛴䛔䛶䛾䜰䞁䜿䞊䝖 

    ㄪ査主体 䝜䞊䝖䝹䝎䝮清心女子大学 文学㒊現代社会学科地域社会学研究室䠋二㝵堂⿱子 
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    公㛤日 2012年 1月 20日 

 

 23.ㄪ査名 多様化䛩䜛暮䜙䛧䛸社会䛻㛵䛩䜛ㄪ査 

    ㄪ査主体 䜾䝻䞊䝞䝹消㈝文化研究会 / 㛫䚻田孝夫 

    公㛤日 2012年 2月 14日 

 

 24.ㄪ査名 女性䛾就業䛸䝃䝫䞊䝖䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛻㛵䛩䜛ㄪ査 

    ㄪ査主体 安河内恵子 

    公㛤日 2012年 2月 28日 

 

 25.ㄪ査名 大学生䛾䝆䜵䞁䝎䞊䛸子育䛶意㆑䞉⾜動䛻㛵䛩䜛ㄪ査 

    ㄪ査主体 村瀬洋一研究室 

    公㛤日 2012年 3月 16日 

 

3䠅 䛭䛾他 

 

� 公的統ィ二次利用制度 

   学⾡研究䜔㧗等教育䜈䛾利用䜢図䜛䛯䜑䛂匿名䝕䞊䝍䛾作成䞉提供䛃䛸䛂委ク䛻䜘䜛統ィ䛾作成䛃䚸䛂䜸 

 䞊䝎䞊䝯䞊䝗㞟ィ䛃䠅䛾制度䛜整備䛥䜜䛯䚹独立⾜政法人統ィ䝉䞁䝍䞊䛜䚸䛂統ィ䝕䞊䝍䜰䞊䜹䜲䝤䛃䜢

 㐠営䛩䜛䚹当䝉䞁䝍䞊䛷䛿公的統ィ䛾二次利用制度活用䛾䝃䝫䞊䝖䞉相ㄯ䜢⾜䛖䚹 

 

現在利用可能䛺匿名䝕䞊䝍䛿䚸次䛾 4䛴䛾統ィ䛷䛒䜛䚹 

䛂全国消㈝実態ㄪ査䠄平成元年䚸6年䚸11年䠅䛃 

䛂社会生活基本ㄪ査䠄平成 3年䚸8年䚸13年䠅䛃 

䛂就業構㐀基本ㄪ査䠄平成 4年䚸9年䚸14年䠅䛃 

䛂住宅䞉土地統ィㄪ査䠄平成 5年䚸10年䚸15年䠅䛃 

䜸䞊䝎䞊䝯䞊䝗㞟ィ䛻対応可能䛺統ィㄪ査䛿䚸次䛾 3䛴䛾統ィ䛷䛒䜛䚹 

䛂国勢ㄪ査䠄平成 2年䚸7年䚸12年䚸17年䠅䛃 

䛂学校基本ㄪ査䠄平成 20年度䠅䛃 

䛂㈤㔠構㐀基本統ィㄪ査䠄平成 18年䠅䛃 

 

一般利用者䛾申ㄳ窓口䛿独立⾜政法人統ィ䝉䞁䝍䞊䛸䛺䜛䛜䚸学⾡研究機㛵等䛻所属䛩䜛者䛿統ィ䝉䞁

䝍䞊䛾䛂䝃䝔䝷䜲䝖機㛵䛃䛻申ㄳ䛩䜛䜘䛖つ定䛥䜜䛶䛔䜛䚹䝃䝔䝷䜲䝖機㛵䛿䚸統ィ䝉䞁䝍䞊䛸䛾㛫䛷㐃携䛾協

定䜢交䜟䛧䚸統ィ䝉䞁䝍䞊䛻代䜟䛳䛶申ㄳ䛾窓口䛸䛺䜛法人䛾䛣䛸䛷䚸現在䚸㐃携䛧䛶䛔䜛䝃䝔䝷䜲䝖機㛵䛿

一橋大学䚸神戸大学䚸法政大学䛾 3大学䛷䛒䜛䚹立教大学䛷䜒将来的䛻䛿䝃䝔䝷䜲䝖機㛵化䜢検ウ䛧䛶䛚

䜚䚸社会情報教育研究䝉䞁䝍䞊䜢中心䛸䛧䛶䚸整備䜢䛩䛩䜑䛶䛔䜛䚹 

 䜎䛯䚸2011年度䛿公的統ィ 2次利用制度䛻㛵䛩䜛ㄝ明会䜢㛤催䛧䚸䛣䜜䜙公的統ィ䛾二次利用制度䛻㛵

䛩䜛基本的䛺ゎㄝ䛸䚸現在匿名䝕䞊䝍䚸䜸䞊䝎䞊䝯䞊䝗㞟ィ䛸䛧䛶利用可能䛺統ィ䛾紹介䚸実㝿䛾分析事例等

䜢紹介䛧䚸実㝿䛻利用申ㄳ䛩䜛㝿䛾手続䛝䛸手㡰䛻䛴䛔䛶ㄝ明䜢⾜䛳䛯䚹 

 

    㛤催日 6月 2日䠄木䠅 

        場 所 立教大学池⿄䜻䝱䞁䝟䝇 8号㤋 8302教室 

        ㅮ 師 小㔝寺 剛䠄CSI 助教䠅 

        参加人数 8名䠄内ヂ䠖学生 6名䞉教員 2名䠅 
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7䠊出版物等 

z 㛗㔝県栄村ㄪ査報告書䛂䠏䠊䠍䠎 㟈災䜢乗䜚㉺䛘䚸結䛔䛾心䛷美䛧䛔自然䜢守䜛䛃 

   2012年 3月 26日 200㒊作成 

 

z 英ㄒ版 CSI䝟䞁䝣䝺䝑䝖 

     2012年 3月 26日 3000㒊作成 

 

z 䠮䠱䠠䠝䝸䞊䝣䝺䝑䝖 

    2012年 3月 29日 2000㒊作成 

 

z 䝩䞊䝮䝨䞊䝆 

       URL: http://csi.rikkyo.ac.jp/ 

    

䞉2011年㛫更新回数 42回 

 

䞉主䛺更新履歴  

  2011/4/15 公㛤ㅮ演会䝺䝫䞊䝖䛾更新 

  2011/4/15 公的統ィ䛂東日本大㟈災䛻㛵䛩䜛情報䛃䜢更新 

  2011/4/21 名古屋市統ィㄢ䝠䜰䝸䞁䜾䝺䝫䞊䝖䜢更新 

  2011/5/9 公的統ィ㛵㐃新着情報䝨䞊䝆䜢更新 

  2011/5/12 䝭䝅䜺䞁大学 ICPSR Summer Program䛾䛤案内䜢䛚知䜙䛫 

  2011/5/13 2011年度前期 統ィ分析䝉䝭䝘䞊䛂統ィ分析䝋䝣䝖 SPSS䛻䜘䜛統ィ分析䛃㛤催䛾

   䛚知䜙䛫 

  2011/5/13 2011年度前期統ィ活用䝉䝭䝘䞊㛤催䛾䛚知䜙䛫 

  2011/5/13 公的統ィ二次利用ㄝ明会䛾䛤案内䜢䛚知䜙䛫 

  2011/5/17 専㛛社会ㄪ査士取得希望者䛾䛯䜑䛾 S2科目ㅮ習会参加者䜢㏣加募㞟䛾䛚知䜙

   䛫 

  2011/6/1 社会ㄪ査士䠄ぢ㎸䜏䠅前期申ㄳ受付䛾䛚知䜙䛫 

  2011/6/1 公的統ィ㛵㐃新着情報䝨䞊䝆䜢更新 

  2011/6/6 第 1回 CSI統ィ研究会䛾䛚知䜙䛫 

  2011/6/17 䝭䝅䜺䞁大学 ICPSR䛛䜙䛾䛚知䜙䛫䜢掲㍕ 

  2011/6/17 第 1回 CSI統ィ研究会䛾䝺䝫䞊䝖䜢掲㍕ 

  2011/6/27 第 2回 CSI統ィ研究会䛾䛚知䜙䛫 

  2011/7/5 第 2回 CSI統ィ懇ヰ会䝺䝫䞊䝖䜢掲㍕ 

  2011/7/6 公的統ィ㛵㐃新着情報䝨䞊䝆䜢更新 

  2011/8/1 公的統ィ㛵㐃新着情報䝨䞊䝆䜢更新 

  2011/8/3 第 2回 CSI統ィ研究会䛾䝺䝫䞊䝖䜢掲㍕ 

  2011/8/22 専㛛社会ㄪ査士取得希望者䛾䛯䜑䛾 S1科目ㅮ習会㛤催䛾䛚知䜙䛫 

  2011/9/6 公的統ィ㛵㐃新着情報䝨䞊䝆䜢更新 

  2011/9/6 社会ㄪ査士䠄ぢ㎸䜏䠅後期申ㄳ受付䛾䛚知䜙䛫 

  2011/9/6 㧗校生向䛡統ィ教育䝉䝭䝘䞊䛾䝺䝫䞊䝖䜢更新 

  2011/9/13 㛗㔝県栄村㛗島田茂樹氏㽢菊地㐍教授䜲䞁䝍䝡䝳䞊対ㄯ䛂結䛔䛾䛣䛣䜝䛷村民本

   意䛾村䛵䛟䜚䡚3.12㟈災䛛䜙䛾復興䜢目指䛩㛗㔝県栄村䡚䛃䜢掲㍕ 
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  2011/9/26 2011年度後期 統ィ分析䝉䝭䝘䞊䛂統ィ分析䝋䝣䝖 SPSS䛻䜘䜛統ィ分析䛃池⿄䞉

   新座㛤催䛾䛚知䜙䛫 

  2011/9/26 2011年度後期統ィ活用䝉䝭䝘䞊䠄POCO䞉RECO䞉䛩䛯䜎䜛䞉䛩䛯䛺䜃䞉G-Census䠅

   㛤催䛾䛚知䜙䛫 

  2011/10/1 中国国家統ィ局䜈䛾ゼ問䝺䝫䞊䝖䜢掲㍕ 

  2011/10/12 2010年度活動報告䜢掲㍕ 

  2011/10/21 11月 10日統ィ分析䝉䝭䝘䞊新座 ND 䝁䞊䝇㛤催中止䛾䛚知䜙䛫 

  2011/11/7 公的統ィ㛵㐃新着情報䝨䞊䝆䜢更新 

  2011/11/18 日本㖟⾜本店䜈䛾ゼ問䝺䝫䞊䝖䜢掲㍕ 

  2011/11/25 ㄪ査䞉研究䝁䞁䝃䝹䝔䜱䞁䜾䝨䞊䝆䜢㛤タ 

  2011/11/29 専㛛社会ㄪ査士取得希望者䛾䛯䜑䛾 S2科目ㅮ習会㛤催䛾䛚知䜙䛫 

  2011/12/1 公的統ィ㛵㐃新着情報䝨䞊䝆䜢更新 

  2011/12/13 第 3回 統ィ懇ヰ会䝺䝫䞊䝖䜢掲㍕ 

  2012/1/11 公的統ィ㛵㐃新着情報䝨䞊䝆䜢更新 

  2012/1/16 第 3回 CSI統ィ研究会䛾䛚知䜙䛫 

  2012/1/20 RUDA䝕䞊䝍䜰䞊䜹䜲䝤公㛤情報䜢更新 

  2012/2/1 社会ㄪ査士申ㄳ受付期㛫䠄2012年 2月 29日䡚3月 14日䠅䛾䛚知䜙䛫 

  2012/2/17 䝭䝅䜺䞁大学 ICPSR Summer Program䛛䜙䛾䛚知䜙䛫 

  2011/2/17 第 3回公㛤ㅮ演会情報䜢䛚知䜙䛫 

  2012/2/17 公的統ィ㛵㐃新着情報䝨䞊䝆䜢更新 

 

䞉年㛫累積䜰䜽䝉䝇数䠄2011年 4月 1日䡚2012年 3月 31日䠅 

ゼ問数     11,445( 昨年度 7,815) 

䝴䝙䞊䜽 䝴䞊䝄䞊数  7,916䠄昨年度 4,916䠅 

䝨䞊䝆䝡䝳䞊数   33,852䠄昨年度 24,345䠅 

 

z Twitter䠄䝒䜲䝑䝍䞊䠅 

http://twitter.com/#!/Rikkyo_CSI 

 

䞉2011年 6月 1日㛤タ 

䞉2011年度 34䝒䜲䞊䝖 

䞉䝣䜷䝻䝽䞊数 䠍䠑䠐名 

 

8䠊人事 

 

㏥職䠄2012年 3月 31日䠅 

  荒井 美智江 
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9䠊組織図 

 

 

 
センター委員会 

センター㐠営会㆟ 

センター㐃⤡会㆟ 

 

⤫ィᩍ⫱㒊会 

♫会ㄪᰝ㒊会 

ᨻ府⤫ィ㒊会 

事務局 

メディアセンター 

 
 

 

 

10䠊䝯䞁䝞䞊一ぴ䛚䜘䜃各種委員会 

䠄䠍䠅  䝯䞁䝞䞊一ぴ 

䝉䞁䝍䞊㛗        㛫䚻田 孝夫䠄社会学㒊教授䠅 

政府統ィ㒊会䝸䞊䝎䞊  菊地 㐍  䠄経済学㒊教授䠅 

社会ㄪ査㒊会䝸䞊䝎䞊  松本 康  䠄社会学㒊教授䠅 

統ィ教育㒊会䝸䞊䝎䞊  山口 和範 䠄経営学㒊教授䠅 

䝉䞁䝍䞊員        岩崎 俊夫 䠄経済学㒊教授䠅 

              岩㛫 暁子 䠄社会学㒊教授䠅 

             坂田 周一 䠄䝁䝭䝳䝙䝔䜱福祉学㒊教授䠅 

             小㔝寺 剛 䠄助教䠅 

              廣瀬 毅士 䠄助教䠅 

             㔠澤 悠介 䠄助教䠅 

学⾡ㄪ査員        倉田 知秋 

             三田 泰㞞 

              田中 潮 
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事務局           宮内 文㝯 䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊䠅 

             根岸 千佳 䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊䠅 

             荒井 美智江䠄助手䠅 

             石幡 繁子 䠄助手䠅 

  

䠄䠎䠅  䝉䞁䝍䞊委員会 

     㛫䚻田 孝夫䠄社会学㒊教授䠅 

      菊地 㐍  䠄経済学㒊教授䠅 

     松本 康  䠄社会学㒊教授䠅 

     山口 和範 䠄経営学㒊教授䠅 

    岩崎 俊夫 䠄経済学㒊教授䠅 

    岩㛫 暁子 䠄社会学㒊教授䠅 

    坂田 周一 䠄䝁䝭䝳䝙䝔䜱福祉学㒊教授䠅 

    東條 吉純 䠄法学㒊教授䞉教務副㒊㛗䠅 

    平山 孝人䠄理学㒊教授䞉䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊㛗䠅 

       宮内 文㝯 䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊䠅 

       根岸 千佳 䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊䠅 

     荒井 美智江䠄助手䠅 

     石幡 繁子 䠄助手䠅 

  

䠄䠏䠅  䝉䞁䝍䞊㐠営会㆟ 

    㛫䚻田 孝夫䠄社会学㒊教授䠅 

    菊地 㐍  䠄経済学㒊教授䠅 

    松本 康  䠄社会学㒊教授䠅 

    山口 和範 䠄経営学㒊教授䠅 

    坂田 周一 䠄䝁䝭䝳䝙䝔䜱福祉学㒊教授䞉㝙席䠅  

    宮内 文㝯 䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊䠅 

    根岸 千佳 䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊䠅 

    荒井 美智江䠄助手䠅 

    石幡 繁子 䠄助手䠅 

  

䠄䠐䠅  䝉䞁䝍䞊㐃絡会㆟ 

    㛫䚻田 孝夫䠄社会学㒊教授䠅 

    菊地 㐍  䠄経済学㒊教授䠅 

    松本 康  䠄社会学㒊教授䠅 

    山口 和範 䠄経営学㒊教授䠅 

    岩崎 俊夫 䠄経済学㒊教授䠅 

    岩㛫 暁子 䠄社会学㒊教授䠅 

    坂田 周一 䠄䝁䝭䝳䝙䝔䜱福祉学㒊教授䠅 

    小㔝寺 剛 䠄助教䠅 

    廣瀬 毅士 䠄助教䠅 

    㔠澤 悠介 䠄助教䠅 

    倉田 知秋 䠄学⾡ㄪ査員䠅 

    三田 泰㞞 䠄学⾡ㄪ査員䠅 
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    田中 潮  䠄学⾡ㄪ査員䠅 

    宮内 文㝯 䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊䠅 

    根岸 千佳 䠄䝯䝕䜱䜰䝉䞁䝍䞊䠅 

    荒井 美智江䠄助手䠅 

        石幡 繁子 䠄助手䠅  

                                                         櫻本 健 䠄経済学㒊助教䞉㝙席䠅 

                          ⸨㔝 ⿱ 䠄経済学㒊助教䞉㝙席䠅 

  

䠄䠑䠅  政府統ィ㒊会定例会㆟ 

    菊地 㐍  䠄経済学㒊教授䠅 

    岩崎 俊夫 䠄経済学㒊教授䠅 

    小㔝寺 剛 䠄助教䠅 

       倉田 知秋 䠄学⾡ㄪ査員䠅 

       ⸨㔝 ⿱  䠄経済学㒊助教䠅 

    櫻本 健  䠄経済学㒊助教䠅 

    荒井 美智江䠄助手䠅 

  

䠄䠒䠅  社会ㄪ査㒊会定例会㆟ 

    松本 康  䠄社会学㒊教授䠅 

    岩㛫 暁子 䠄社会学㒊教授䠅 

    坂田 周一 䠄䝁䝭䝳䝙䝔䜱福祉学㒊教授䠅 

   廣瀬 毅士 䠄助教䠅 

    三田 泰㞞 䠄学⾡ㄪ査員䠅 

  

䠄䠓䠅  統ィ教育㒊会定例会㆟ 

    山口 和範 䠄経営学㒊教授䠅 

        㔠澤 悠介 䠄助教䠅 

        田中 潮  䠄学⾡ㄪ査員䠅 

 

 

以上 


